
①
事
業

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
計

画
変
更
の
理
由
、
経
緯

 
事
業

計
画
の
詳
細

を
検
討
し
て

い
く
中
で
、

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
も

踏
ま
え
て
、

施
設
利
用
者

が
ゆ
と
り
あ

る
空
間
で
活

動
で
き
る
よ

う
に
面
積
を

十
分
確
保
す
る
な

ど
、
設
計
の
深
度
化
に
よ
り
最
適
な
計
画
と
し
ま
し
た
。

 

準
備
書
作
成
時
点
の
計
画
か
ら
の
主
な
変
更
内
容
は
、
計
画
建
築
物
の
用
途
別
延
べ
面
積
の
配
分
の
変
更
及
び
地
上

32
階
建
て
か
ら
地
上

33
階
建
へ
の
変
更
で
す
。

 

な
お
、
総
延
べ
面
積
及
び
建
物
高
さ
に
つ
い
て
は
準
備
書
作
成
時
点
か
ら
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

・
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
予
測
及
び
評
価
の
見
直
し
に
つ
い
て

用
途
別

延
べ
面
積
の

配
分
の
変
更

に
伴
い
商
業

施
設
の
延
べ

面
積
が
増
加

す
る
こ
と
に

よ
り
、
関
連

車
両
の
発
生

集
中
交
通
量

が
増
加
す
る

た
め
、
環
境

影
響
評
価
準

備
書
の
予
測
条

件
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
設
備
計
画
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

 

事
業
計
画
の
変
更
に
伴
い
、
各
項
目
の
再
予
測
及
び
評
価
の
見
直
し
の
必
要
性
を
検
討
し
た
結
果
、
下
表
の
「
○
」
印
の
項
目
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

本
資
料
で
は
再
予
測
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て
要
点
の
み
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、
評
価
書
作
成
時
に
は
詳
細
な
予
測
条
件
等
、
細
部
も
含
め
て
反
映
さ
せ
ま
す
。

 

評
価

項
目

 
予

測
時

期
 

予
測
条
件

 
見
直
し

 
再
予

測
及
び

評
価

の
見

直
し

の
必

要
性

の
考

え
方

 

温
室

効
果
ガ

ス
 

供
用

後
 

用
途

別
延
べ
面
積

 
○

 
予
測
条
件
が
変
更
と
な
る
た

め
再

予
測

す
る

。
 

生
物

多
様
性

 
供

用
後

 
緑

化
計

画
等

 
－

 
予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た

め
再

予
測

し
な

い
。

 

廃
棄

物
 

・
建

設
発
生

土

工
事

中
 

用
途

別
延
べ
面
積

 
○

 
予
測
条
件
が
変
更
と
な
る
た

め
再

予
測

す
る

。
 

供
用

後
 

用
途

別
延
べ
面
積

 
○

 
予
測
条
件
が
変
更
と
な
る
た

め
再

予
測

す
る

。
 

大
気

質
 

工
事

中
 

工
事

用
車
両
台
数
、
建
設
機
械

 
－

 
予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た
め
再

予
測

し
な

い
。

 

供
用

後
 

関
連

車
両
台
数

 
○

 
関
連
車
両
台
数
が
増
加
す
る

た
め

再
予

測
す

る
。

 

駐
車

場
利
用
台
数
、
設
備
機
器

 
○

 
関
連
車
両
（
荷
さ
ば
き
車
両
）
の

駐
車

場
利

用
台

数
が

増
加

す
る

た
め

再
予

測
す

る
。

 

騒
音

 
工

事
中

 
工

事
用

車
両
台
数
、
建
設
機
械

 
－

 
予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た
め
再

予
測

し
な

い
。

 

供
用

後
 

関
連

車
両
台
数

 
○

 
関
連
車
両
台
数
が
増
加
す
る

た
め

再
予

測
す

る
。

 

設
備

機
器

 
－

 
予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た

め
再

予
測

し
な

い
。

 

振
動

 
工

事
中

 
工

事
用

車
両
台
数
、
建
設
機
械

 
－

 
予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た
め
再

予
測

し
な

い
。

 

供
用

後
 

関
連

車
両
台
数

 
○

 
関
連
車
両
台
数
が
増
加
す
る

た
め

再
予

測
す

る
。

 

地
盤

 
工

事
中

 
施

工
計

画
等

 
－

 

予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た

め
再

予
測

し
な

い
。

 

電
波

障
害

 
供

用
後

 
計

画
建

築
物
の
形
状
、
高
さ
等

 
－

 

日
影

 
供

用
後

 
計

画
建

築
物
の
形
状
、
高
さ
等

 
－

 

風
害

 
供

用
後

 
計

画
建

築
物
の
形
状
、
高
さ
等

 
－

 

安
全

 
供

用
後

 
計

画
建

築
物
の
運
用
計
画
等

 
－

 

地
域

社
会

 
工

事
中

 
工

事
用

車
両
台
数

 
－

 

供
用

後
 

関
連

車
両
台
数
、
歩
行
者
交
通
量

 
○

 
関
連
車
両
及
び
歩
行
者
の
発

生
集

中
交

通
量

が
増

加
す

る
た

め
再

予
測

す
る

。
 

景
観

 
供

用
後

 
計

画
建

築
物
の
形
状
、
高
さ
等

 
－

 
予
測
条
件
は
変
更
し
な
い
た
め
再

予
測

し
な

い
。
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 ②
事
業
計
画
の
変
更
に
伴
う
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
記
載
内
容
の
変
更
に
つ
い
て
 

 
事
業
計
画
の
変
更
に
伴
い
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
記
載
内
容
を
変
更
す
る
部
分
、
ま
た
、
環
境
影
響
評
価
の
予
測
及
び
評
価
の
見
直
し
結
果
の
概
要
は
以
下
に
示

す
通
り
で
す
。
 

・
事
業
計
画
の
概
要
 

項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

対 象 事 業 の 概 要 

準
備
書

p.
2-

7 

表
2
.3

-1
 
対
象
事
業
の
概
要

 

対
象
事
業
実
施
区
域

 
横
浜
市
中
区
港
町

1
丁
目

1
番

地
 

主
要
用
途

 
業
務
施
設
、
教
育
施
設
、
観
光
・
集
客
施
設
、

 

商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
ほ
か

 

用
途
地
域

 
商
業
地
域
（
防
火
地
域
）

 

指
定
容
積
率

/
建
ぺ
い
率

 
8
0
0
％

 
/
 8

0
％

注
2
) （

防
火
地
域
内
の
耐
火
建
築
物
）

 

計
画
容
積
率

/
建
ぺ
い
率

 
約

7
2
6
％

 
/
 
約

6
7
％

 

敷
地
面
積

 
約

1
6
,5

2
0
㎡

 

建
築
面
積

 
約

1
1
,1

0
0
㎡

 

延
べ
面
積

 
約

1
3
0
,2

0
0
㎡

 

容
積
対
象
床
面
積

 
約

1
2
0
,0

0
0
㎡

 

建
築
物
の
最
高
高
さ

 
約

1
7
0
ｍ

 

建
築
物
の
高
さ

 
約

1
7
0
ｍ

 

階
数

 
地
下

1
階
、
地

上
3
2
階
、
塔
屋

2
階

 

工
事
予
定
期
間

 
令
和

3
年
～
令

和
7
年

 

供
用
予
定
時
期

 
令
和

7
年
下
期

 
 

 

 

表
2
.3

-1
 
対
象
事
業
の
概
要

 

対
象
事
業
実
施
区
域

 
横
浜
市
中
区
港
町

1
丁
目

1
番

地
 

主
要
用
途

 
業
務
施
設
、
教
育
施
設
、
観
光
・
集
客
施
設
、

 

商
業
施
設
、
宿
泊
施
設
ほ
か

 

用
途
地
域

 
商
業
地
域
（
防
火
地
域
）

 

指
定
容
積
率

/
建
ぺ
い
率

 
8
0
0
％

 
/
 8

0
％

注
2
) （

防
火
地
域
内
の
耐
火
建
築
物
）

 

計
画
容
積
率

/
建
ぺ
い
率

 
約

7
2
6
％

 
/
 
約

6
7
％

 

敷
地
面
積

 
約

1
6
,5

2
0
㎡

 

建
築
面
積

 
約

1
1
,1

0
0
㎡

 

延
べ
面
積

 
約

1
3
0
,2

0
0
㎡

 

容
積
対
象
床
面
積

 
約

1
2
0
,0

0
0
㎡

 

建
築
物
の
最
高
高
さ

 
約

1
7
0
ｍ

 

建
築
物
の
高
さ

 
約

1
7
0
ｍ

 

階
数

 
地
下

1
階
、
地

上
3
3
階
、
塔
屋

2
階

 

工
事
予
定
期
間

 
令
和

3
年
～
令

和
7
年

 

供
用
予
定
時
期

 
令
和

7
年
下
期

 
 

フ ロ ア 構 成 

準
備
書

p.
2-

10
 

表
2
.3

-2
 
主
な
フ
ロ
ア
構
成
等

 
 

タ
ワ
ー
棟

 
L
V

A
棟

 
行

政
棟

 

観
光

 

・
集

客
 

1
階

 

4
、

5
階

 

車
路

 

⑧
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 

1、
2
階

 

 

⑤
ラ
イ
ブ

 

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

 

ア
リ
ー
ナ
、

 

商
業
施
設

 

1、
2
階

 

 3～
8
階

 

商
業
施
設

 

（
⑨
ラ
イ
ブ
書
店
等
）
 

⑥
ホ
テ
ル

 

国
際

的

な
産

学

連
携

 

2
、

3
階

 

6
、

7
階

 

1
0
階

 

1
1
～

1
4
階

 

1
5
～

3
2
階

 

②
新
産
業

創
造
拠
点

 

③
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 

オ
フ
ィ
ス
ロ
ビ
ー
等

 

④
大
学

 

①
オ
フ
ィ
ス

 

 
 

 
 

 
 

 

表
2
.3

-2
 
主
な
フ
ロ
ア
構
成
等

 
 

タ
ワ
ー
棟

 
L
V

A
棟

 
行

政
棟

 

観
光

 

・
集

客
 

1
階

 

2
階

 

3
～

5
階

 

車
路

 

商
業
施
設

 

⑧
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施

設
 

1～
3
階

 

 

⑤
ラ
イ
ブ

 

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

 

ア
リ
ー
ナ

 

 

1、
2
階

 

 1～
8
階

 

商
業
施
設

 

（
⑨
ラ
イ
ブ
書
店
等
）
 

⑥
ホ
テ
ル

 

国
際

的

な
産

学

連
携

 

2
、

6
階

 

7
、

8
階

 

1
1
階

 

1
2
～

1
5
階

 

1
6
～

3
3
階

 

②
新
産
業

創
造
拠
点

 

③
ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 

オ
フ
ィ
ス
ロ
ビ
ー
等

 

④
大
学

 

①
オ
フ
ィ
ス
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

 

断 面 図 （ １ ） 

準
備
書

p.
2-

12
 

 

 

 
 

タ
ワ

ー
棟

低
層

部
の

階
高

を
変

更
し

た
た

め
、

地
上

部
が

3
2

階
建

か
ら

3
3

階
建

に
な

り
ま

す
が

、
建

物
全

体
の

高
さ

に
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

 

断 面 図 （ ２ ） 

準
備
書

p.
2-

13
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

用 途 別 延 べ 面 積 

資
料
編

p.
資

1-
9 

表
1
.2

-4
(1

) 
本

事
業

に
よ

る
発

生
集

中
交
通
量
（
平
日
）
＜
抜
粋
＞

 

用
途

 
開
発
延
床
面
積

 

（
h
a）

 

商
業
業
務
床
面
積

割
合

 

基
本
発
生
集
中

 

原
単
位

 

業
務
等

注
1
）

 
8
.6

7
 
 

8
4
.7
％

 
3
,3

0
0
 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 
0
.5

0
 
 

―
 

1
,7

8
3
 

商
業
等

注
2
）

 
1
.5

7
 
 

1
5
.3
％

 
1
1
,6

0
0
 

L
Ｖ

A
 

0
.3

9
 
 

―
 

―
 

宿
泊
施
設

 
1
.8

9
 
 

―
 

1
,9

0
0
 

計
 

1
3
.0

2
 
 

1
0
0
％

 
―

 

注
1
）
業
務
等
：
業
務
施
設
、
教
育
施
設

 

注
2
）
商
業
等
：
商
業
施
設
、
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 

 

 

表
1
.2

-4
(1

) 
本

事
業

に
よ

る
発

生
集

中
交

通
量

（
平

日
）

＜
抜

粋
＞

 

用
途

 
開
発
延
床
面
積

 

（
h
a）

 

商
業
業
務
床
面
積

割
合

 

基
本
発
生
集
中

 

原
単
位

 

業
務

等
注

1
）
 

8
.1

8
 

7
9
.0
％

 
3
,3

0
0
 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 
0
.5

0
 

―
 

1
,7

8
3
 

商
業

等
注

2
）
 

2
.1

7
 

2
1
.0
％

 
1
1
,6

0
0
 

L
Ｖ

A
 

0
.3

9
 

―
 

―
 

宿
泊
施
設

 
1
.7

8
 

―
 

1
,9

0
0
 

計
 

1
3
.0

2
 

1
0
0
％

 
―

 

注
1
）
業
務
等
：
業
務
施
設
、
教
育
施
設

 

注
2
）
商
業
等
：
商
業
施
設
、
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 

 

補足資料7　事業計画の変更に伴う環境影響評価準備書の記載内容の変更について

10‐43



 

項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

関 連 車 両 台 数 

資
料
編

p.
資

1-
9 

表
1
.2

-4
(1

) 
本

事
業

に
よ

る
発

生
集

中
交
通
量
（
平
日
）
＜
抜
粋
＞

 

用
途

 

開
発

 

延
床

 

面
積

 

開
発

 

発
生

 

集
中
量

 

内
々

 

交
通
量

 

内
々

 

交
通

を
 

低
減

し
た

 

発
集

量
 

交
通

 

手
段
別

 

構
成
比

 

交
通
手
段
別

 

発
生
集
中
量

 

自
動
車

 平
均
乗
車

 

人
員

 

自
動
車

 

台
数

 

（
h
a）

 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
自
動
車

 
(T

E
/
台

) 
(台

/
日

) 

業
務
等

注
1
）
 

8
.6

7
 
 

2
0
,8

0
8
 

9
7
5
 

1
9
,8

3
3
 

8
.4

%
 

1
,6

0
0
 

1
.3

 
1
,2

3
0
 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 
0
.5

0
 
 

8
9
2
 

―
 

8
9
2
 

3
.6

%
 

3
0
 

1
.0

 
3
0
 

商
業
等

注
2
）
 

1
.5

7
 
 

1
8
,2

1
2
 

9
7
5
 

1
7
,2

3
7
 

8
.1

%
 

1
,3

0
0
 

1
.5

 
8
6
6
 

L
V

A
 

0
.3

9
 
 

2
,0

0
0
 

―
 

2
,0

0
0
 

7
.2

%
 

1
4
0
 

1
.5

 
9
3
 

宿
泊
施
設

 
1
.8

9
 
 

3
,5

9
1
 

―
 

3
,5

9
1
 

2
0
.0

%
 

7
0
0
 

1
.6

 
4
3
7
 

計
 

1
3
.0

2
 
 

4
5
,5

0
3
 

1
,9

5
0
 

4
3
,5

5
3
 

―
 

3
,7

7
0
 

―
 

2
,6

5
6
 

注
1
）
業
務
等
：

業
務
施
設
、
教
育
施
設

 

注
2
）
商
業
等
：

商
業
施
設
、
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 

 

表
1
.2

-4
(2

) 
本

事
業

に
よ

る
発

生
集
中
交
通
量
（
休
日
）
＜
抜
粋
＞

 

用
途

 

開
発

 

延
床

 

面
積

 

開
発

 

発
生

 

集
中
量

 

内
々

 

交
通
量

 

内
々

 

交
通

を
 

低
減

し
た

 

発
集

量
 

交
通

 

手
段
別

 

構
成
比

 

交
通
手
段
別

 

発
生
集
中
量

 

自
動
車

 平
均
乗
車

 

人
員

 

自
動
車

 

台
数

 

（
h
a）

 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
自
動
車

 
(T

E
/
台

) 
(台

/
日

) 

業
務
等

注
1
）
 

8
.6

7
 
 

3
,4

6
8
 

8
1
5
 

2
,6

5
3
 

8
.4

%
 

2
0
0
 

1
.3

 
1
5
3
 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 
0
.5

0
 
 

8
9
2
 

―
 

8
9
2
 

3
.6

%
 

3
0
 

1
.0

 
3
0
 

商
業
等

注
2
）
 

1
.5

7
 
 

2
9
,2

0
2
 

8
1
5
 

2
8
,3

8
7
 

8
.1

%
 

2
,2

0
0
 

1
.5

 
1
,4

6
6
 

L
V

A
 

0
.3

9
 
 

2
,0

0
0
 

―
 

2
,0

0
0
 

7
.2

%
 

1
4
0
 

1
.5

 
9
3
 

宿
泊
施
設

 
1
.8

9
 
 

3
,5

9
1
 

―
 

3
,5

9
1
 

2
0
.0

%
 

7
0
0
 

1
.6

 
4
3
7
 

計
 

1
3
.0

2
 
 

3
9
,1

5
3
 

1
,6

3
0
 

3
7
,5

2
3
 

―
 

3
,2

7
0
 

―
 

2
,1

7
9
 

注
1
）
業
務
等
：

業
務
施
設
、
教
育
施
設

 

注
2
）
商
業
等
：

商
業
施
設
、
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 

 

 

表
1
.2

-4
(1

) 
本

事
業

に
よ

る
発

生
集

中
交

通
量

（
平

日
）

＜
抜

粋
＞

 

用
途

 

開
発

 

延
床

 

面
積

 

開
発

 

発
生

 

集
中
量

 

内
々

 

交
通
量

 

内
々

 

交
通
を

 

低
減
し
た

 

発
集
量

 

交
通

 

手
段
別

 

構
成
比

 

交
通
手
段
別

 

発
生
集
中
量

 

自
動
車

 平
均
乗
車

 

人
員

 

自
動
車

 

台
数

 

（
h
a）

 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
自
動
車

 
(T

E
/
台

) 
(台

/
日

) 

業
務
等

注
1
）
 

8
.1

8
 

1
9
,6

3
2
 

1
,0

9
5
 

1
8
,5

3
7
 

8
.4

%
 

1
,5

0
0
 

1
.3

 
1
,1

5
3
 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
 

0
.5

0
 

8
9
2
 

―
 

8
9
2
 

3
.6

%
 

3
0
 

1
.0

 
3
0
 

商
業
等

注
2
）
 

2
.1

7
 

2
4
,3

0
4
 

1
,0

9
5
 

2
3
,2

0
9
 

8
.1

%
 

1
,8

0
0
 

1
.5

 
1
,2

0
0
 

L
V

A
 

0
.3

9
 

2
,0

0
0
 

―
 

2
,0

0
0
 

7
.2

%
 

1
4
0
 

1
.5

 
9
3
 

宿
泊
施
設
 

1
.7

8
 

3
,3

8
2
 

―
 

3
,3

8
2
 

2
0
.0

%
 

6
0
0
 

1
.6

 
3
7
5
 

計
 

1
3
.0

2
 
 

5
0
,2

1
0
 

2
,1

9
0
 

4
8
,0

2
0
 

―
 

4
,0

7
0
 

―
 

2
,8

5
1
 

注
1
）
業
務
等
：
業
務
施
設
、
教
育
施
設

 

注
2
）
商
業
等
：
商
業
施
設
、
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 

 

表
1
.2

-4
(2

) 
本

事
業

に
よ

る
発

生
集

中
交

通
量

（
休

日
）

＜
抜

粋
＞

 

用
途

 

開
発

 

延
床

 

面
積

 

開
発

 

発
生

 

集
中
量

 

内
々

 

交
通
量

 

内
々

 

交
通
を

 

低
減
し
た

 

発
集
量

 

交
通

 

手
段
別

 

構
成
比

 

交
通
手
段
別

 

発
生
集
中
量

 

自
動
車

 平
均
乗
車

 

人
員

 

自
動
車

 

台
数

 

（
h
a）

 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
(人

T
E/
日

) 
自
動
車

 
(T

E
/
台

) 
(台

/
日

) 

業
務
等

注
1
）
 

8
.1

8
 

3
,2

7
2
 

1
,0

5
0
 

2
,2

2
2
 

8
.4

%
 

1
0
0
 

1
.3

 
7
6
 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 
0
.5

0
 

8
9
2
 

―
 

8
9
2
 

3
.6

%
 

3
0
 

1
.0

 
3
0
 

商
業
等

注
2
）
 

2
.1

7
 

3
8
,8

4
3
 

1
,0

5
0
 

3
7
,7

9
3
 

8
.1

%
 

3
,0

0
0
 

1
.5

 
2
,0

0
0
 

L
V

A
 

0
.3

9
 

2
,0

0
0
 

―
 

2
,0

0
0
 

7
.2

%
 

1
4
0
 

1
.5

 
9
3
 

宿
泊
施
設

 
1
.7

8
 

3
,3

8
2
 

―
 

3
,3

8
2
 

2
0
.0

%
 

6
0
0
 

1
.6

 
3
7
5
 

計
 

1
3
.0

2
 
 

4
8
,3

8
9
 

2
,1

0
0
 

4
6
,2

8
9
 

―
 

3
,8

7
0
 

―
 

2
,5

7
4
 

注
1
）
業
務
等
：
業
務
施
設
、
教
育
施
設

 

注
2
）
商
業
等
：
商
業
施
設
、
エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

交 通 計 画 等 

準
備
書

p.
2-

14
 

2
.
3
.
3
 
交
通
計
画
（
抜
粋
）
 

計
画

建
築
物

供
用

後
の

交
通

計
画

は
、

図
2.

3-
5に

示
す
と
お
り
で
す
。

 

計
画

建
築
物

に
は

、
各

種
施
設
を

利
用

す
る

車
両
（
以
下
、「

関
連
車
両
」
と
い
い
ま
す
。
）
が

出
入

り
す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

関
連

車
両

の
発

生
集
中
交
通
量
は
、
平
日
で
約

2
,6

0
0台

/日
、

休
日

で
約

2,
20

0台
/日

で
あ

り
、
休

日
と
比

較
し

て
平
日
の
発
生
集
中
交
通
量
が
多
く
な
る
想
定

で
す

。
 

 2
.
3
.
4
 
駐
車
場
計
画
（
抜
粋
）
 

駐
車

場
は
、「

横
浜

市
駐
車

場
条

例
」（

昭
和

38
年

1
0月

、
横
浜
市
条
例
第

33
号
）
及
び
「
関
内

駅
周

辺
地
区

駐
車

場
整

備
ル

ー
ル

」（
令

和
元
年

6月
、
横
浜
市
都
市
整
備
局
）
に
基
づ
き
、
必
要

と
な

る
台

数
（

3
93

台
（

荷
捌

き
の

た
め

の
駐

車
施

設
及

び
隔

地
駐

車
場

含
む

）
）

を
確

保
し

ま

す
。

 

具
体

的
に
は

、
対

象
事

業
実

施
区

域
内
（

タ
ワ
ー
棟
の

1～
9階

及
び
地
下
駐
車
場
）
に
約

24
0

台
を

整
備

し
、

対
象

事
業

実
施

区
域

か
ら

概
ね

3
00

ｍ
以

内
の

場
所

に
約

15
0
台

の
隔

地
駐

車
場

を
賃

借
契
約

等
に

よ
り

確
保

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い
ま
す
。

 

ま
た

、
対
象
事
業

実
施

区
域

内
（

タ
ワ

ー
棟

1階
）
に
は
電
気
自
動
車
の
急
速
充
電
設
備
を
備

え
た

駐
車
場

（
1台

分
）

を
整
備

す
る

計
画

で
す

。
 

  

 

 

2
.
3
.
5
 
自
動
二
輪
・
自
転
車
駐
車
場
計
画
 

自
動

二
輪
駐

車
場

は
、「

横
浜
市

駐
車

場
条

例
」（

昭
和

38
年

10
月
、
横
浜
市
条
例
第

33
号
）
の

附
置

義
務
に

基
づ

き
、
必

要
と
な

る
台

数
（

26
台

）
を
タ
ワ
ー
棟

1階
に
確
保
す
る
計
画
と
し
て

い
ま

す
。

 

ま
た
、
自

転
車
駐

車
場

は
、「

横
浜

市
大
規

模
小

売
店
舗
立
地
法
運
用
基
準
」（

平
成

30
年

4月
、

横
浜

市
経
済

局
）
に

基
づ

き
、
必

要
と

な
る

台
数
（

28
1台

）
を
行
政
棟
の
地
下
に
確
保
す
る
計

画
と

し
て
い

ま
す

。
 

 2
.
3
.
3
 
交
通
計
画
（
抜
粋
）
 

計
画
建
築
物
供
用
後

の
交
通

計
画

は
、

図
2.

3-
5に

示
す

と
お
り

で
す

。
 

計
画
建
築
物
に
は
、
各
種

施
設
を

利
用

す
る

車
両
（

以
下

、「
関

連
車

両
」
と
い

い
ま

す
。）

が

出
入
り
す
る
こ
と
に
な

り
ま

す
。

関
連

車
両

の
発

生
集

中
交

通
量

は
、

平
日

で
約

2
,9

0
0台

/日
、

休
日
で
約

2,
60

0台
/日

で
あ

り
、
休

日
と
比

較
し

て
平

日
の

発
生

集
中

交
通

量
が

多
く

な
る

想
定

で
す
。

 

 2
.
3
.
4
 
駐
車
場
計
画
（
抜
粋
）
 

駐
車
場
は
、「

横
浜

市
駐
車

場
条

例
」（

昭
和

38
年

1
0月

、
横
浜

市
条

例
第

33
号

）
及
び
「
関
内

駅
周
辺
地
区
駐
車
場
整

備
ル

ー
ル

」（
令

和
元
年

6月
、
横

浜
市

都
市

整
備

局
）
に

基
づ
き

、
必

要

と
な

る
台

数
（

4
05

台
（

荷
捌

き
の

た
め

の
駐

車
施

設
及

び
隔

地
駐

車
場

含
む

）
）

を
確

保
し

ま

す
。

 

具
体
的
に
は
、
対

象
事

業
実

施
区

域
内
（

タ
ワ
ー

棟
の

1～
10
階

及
び

地
下

駐
車

場
）
に

約
24

0

台
を

整
備

し
、

対
象

事
業

実
施

区
域

か
ら

概
ね

3
00

ｍ
以

内
の

場
所

に
約

16
0
台

の
隔

地
駐

車
場

を
賃
借
契
約
等
に
よ
り

確
保

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
 

ま
た
、
対
象
事
業
実

施
区
域

内
（

タ
ワ
ー

棟
1階

）
に
は

電
気
自

動
車

の
急

速
充

電
設

備
を

備

え
た
駐
車
場
（

1台
分

）
を

整
備

す
る

計
画

で
す

。
電

気
自

動
車

に
つ

い
て

は
、
今

後
の
需

要
増

大
等
の
状
況
に
応
じ
て

、
さ

ら
な

る
充

電
設

備
の

拡
充

等
を

検
討

し
て

い
き

ま
す

。
 

※
網
掛
け
部
分
は
令
和

2
年
度

第
1
7
回
環
境
影

響
評
価
審
査
会
（
令
和

3
年

3
月

2
日
）
に
お

い
て
 

準
備
書
か
ら
の
修
正
案
と
し
て
説
明
済
み
。
 

 2
.
3
.
5
 
自
動
二
輪
・
自
転
車
駐
車
場
計
画
 

自
動
二
輪
駐
車
場

は
、「

横
浜
市

駐
車

場
条

例
」（

昭
和

38
年

10
月

、
横

浜
市
条

例
第

33
号

）
の

附
置
義
務
に
基
づ
き

、
必

要
と
な

る
台

数
（

27
台

）
を
タ

ワ
ー
棟

1階
に

確
保
す

る
計

画
と

し
て

い
ま
す
。

 

ま
た
、
自
転
車
駐

車
場

は
、「

横
浜

市
大
規

模
小

売
店

舗
立

地
法

運
用

基
準

」（
平

成
30
年

4月
、

横
浜
市
経
済
局
）
に

基
づ
き

、
必

要
と

な
る

台
数
（

29
6台

）
を

行
政

棟
の

地
下

に
確

保
す

る
計

画
と
し
て
い
ま
す
。
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 ・
第

6
章
 
環
境
影
響
評
価
の
予
測
及
び
評
価
 

項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 温 室 効 果 ガ ス ） 

①
予
測

結
果
（
準

備
書

p.
6
.1

-1
1～

12
）

 

表
6
.1

-6
 
年

間
電

気
使
用
量

 

施
設
用
途

 

延
べ
面
積

 

(㎡
) 

電
気

使
用

量
原

単
位

 

(k
W

h
/
㎡

･年
) 

年
間
電
気
使
用
量
 

(
千

kW
h
/
年
)
 

①
 

②
 

③
=
①
*
②
/
1
,
0
0
0
 

業
務
施
設

注
）  

1
0
4
,0

0
0
 

1
2
8
 

1
3
,3

1
2
.0

 

宿
泊
施
設
 

1
8
,9

0
0
 

1
8
0
 

3
,4

0
2
.0

 

商
業
施
設

 
7
,3

0
0
 

1
7
4
 

1
,2

7
0
.2

 

合
計

 
1
3
0
,2

0
0
 

-
 

1
7
,9

8
4
.2

 

注
）
タ
ワ
ー
棟
の
施
設
は
全
て
業
務
施
設
と
し
て
延
べ
面
積
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

 

表
6
.1

-7
 
年

間
都

市
ガ
ス
使
用
量

 

施
設
用
途

 

延
べ
面
積

 

(㎡
) 

都
市

ガ
ス

使
用

量
原

単
位

注
1
）  

(N
㎥

/
㎡

･年
) 

年
間
都
市
ガ
ス
使
用
量
 

(
千

N
㎥
/
年
)
 

①
 

②
 

③
=
①
*
②
/
1
,
0
0
0
 

業
務
施
設

注
）  

1
0
4
,0

0
0
 

6
.1

 
6
3
4
.4

0
 

宿
泊
施
設
 

1
8
,9

0
0
 

1
4
.6

 
2
7
5
.9

4
 

商
業
施
設

 
7
,3

0
0
 

7
.0

 
5
1
.1

0
 

合
計
 

1
3
0
,2

0
0
 

-
 

9
6
1
.4

4
 

注
）
タ
ワ
ー
棟
の
施
設
は
全
て
業
務
施
設
と
し
て
延
べ
面
積
を
算
定
し
て
い
ま
す
。

 

 

表
6
.1

-8
 
電

力
由

来
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

 

施
設
用
途

 

本
事
業
の
 

年
間
電
力
使
用
量
 

（
千

kW
h
/
年
）

 

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数

 

（
kg

-
C

O
2
/
kW

h）
 

電
力
由
来

 

二
酸
化
炭
素
年
間
排
出
量

 

（
t-

C
O

2
/
年
）

 

①
 

②
 

①
×
②
 

業
務
施
設
 

1
3
,3

1
2
.0

 

0
.4

6
2
 

6
,1

5
0
.1

4 

宿
泊
施
設
 

3
,4

0
2
.0

 
1
,5

7
1
.7

2 

商
業
施
設

 
1
,2

7
0
.2

 
5
8
6
.8

3
 

合
計
 

1
7
,9

8
4
.2

 
-

 
8
,3

0
8
.7

0 
 

①
予
測
結
果
 

表
6
.1

-6
 

年
間

電
気

使
用

量
 

施
設
用
途

 

延
べ
面
積

 

(㎡
) 

電
気

使
用

量
原

単
位

 

(k
W

h
/
㎡

･年
) 

年
間
電
気
使
用
量
 

(
千

kW
h
/
年
)
 

①
 

②
 

③
=
①
*
②
/
1
,
0
0
0
 

業
務
施
設

注
）  

9
9
,6

0
0
 

1
2
8
 

1
2
,7

4
8
.8

0 

宿
泊
施
設
 

1
7
,8

0
0
 

1
8
0
 

3
,2

0
4
.0

0 

商
業
施
設

 
1
2
,8

0
0
 

1
7
4
 

2
,2

2
7
.2

0 

合
計

 
1
3
0
,2

0
0
 

-
 

1
8
,1

8
0
.0

0 

注
）
タ
ワ
ー
棟
の
商
業
施
設
を
除
く
施
設
と
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
の
延
べ
面
積
の
合
計
で
す
。

 

表
6
.1

-7
 

年
間

都
市

ガ
ス

使
用

量
 

施
設
用
途

 

延
べ
面
積

 

(㎡
) 

都
市

ガ
ス

使
用

量
原

単
位

注
1
）  

(N
㎥

/
㎡

･年
) 

年
間
都
市
ガ
ス
使
用
量
 

(
千

N
㎥
/
年
)
 

①
 

②
 

③
=
①
*
②
/
1
,
0
0
0
 

業
務
施
設

注
）  

9
9
,6

0
0
 

6
.1

 
6
0
7
.5

6
 

宿
泊
施
設
 

1
7
,8

0
0
 

1
4
.6

 
2
5
9
.8

8
 

商
業
施
設

 
1
2
,8

0
0
 

7
.0

 
8
9
.6

0
 

合
計
 

1
3
0
,2

0
0
 

-
 

9
5
7
.0

4
 

注
）
タ
ワ
ー
棟
の
商
業
施
設
を
除
く
施
設
と
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
の
延
べ
面
積
の
合
計
で
す
。

 

 

表
6
.1

-8
 

電
力

由
来

の
二

酸
化

炭
素

排
出

量
 

施
設
用
途

 

本
事
業
の
 

年
間
電
力
使
用
量
 

（
千

kW
h
/
年
）

 

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数

 

（
kg

-
C

O
2
/
kW

h）
 

電
力
由
来

 

二
酸
化
炭
素
年
間
排
出
量

 

（
t-

C
O

2
/
年
）

 

①
 

②
 

①
×
②
 

業
務
施
設
 

1
2
,7

4
8
.8

0 

0
.4

6
2
 

5
,8

8
9
.9

5 

宿
泊
施
設
 

3
,2

0
4
.0

0 
1
,4

8
0
.2

5 

商
業
施
設

 
2
,2

2
7
.2

0 
1
,0

2
8
.9

7 

合
計
 

1
8
,1

8
0
.0

0 
-

 
8
,3

9
9
.1

6 
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 温 室 効 果 ガ ス ） 

表
6
.1

-9
 
都

市
ガ

ス
由
来

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量

 

施
設
用
途

 

本
事
業
の
 

年
間
都
市
ガ
ス
使
用
量
 

（
千

N
㎥

/
年
）

 

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数

 

（
kg

-
C

O
2
/
N
㎥
）

 

都
市
ガ
ス
由
来

 

二
酸
化
炭
素
年
間
排
出
量

 

（
t-

C
O

2
/
年
）

 

①
 

②
 

①
×
②

 

業
務
施
設
 

6
3
4
.4

0
 

2
.2

9
 

1
,4

5
2
.7

8 

宿
泊
施
設
 

2
7
5
.9

4
 

6
3
1
.9

0
 

商
業
施
設
 

5
1
.1

0
 

1
1
7
.0

2
 

合
計
 

9
6
1
.4

4
 

-
 

2
,2

0
1
.7

0 
 

表
6
.1

-9
 

都
市

ガ
ス

由
来

の
二

酸
化

炭
素

排
出

量
 

施
設
用
途

 

本
事
業
の
 

年
間
都
市
ガ
ス
使
用
量
 

（
千

N
㎥

/
年
）

 

二
酸
化
炭
素
排
出
係
数

 

（
kg

-
C

O
2
/
N
㎥
）

 

都
市
ガ
ス
由
来

 

二
酸
化
炭
素
年
間
排
出
量

 

（
t-

C
O

2
/
年
）

 

①
 

②
 

①
×
②

 

業
務
施
設
 

6
0
7
.5

6
 

2
.2

9
 

1
,3

9
1
.3

1 

宿
泊
施
設
 

2
5
9
.8

8
 

5
9
5
.1

3
 

商
業
施
設
 

8
9
.6

0
 

2
0
5
.1

8
 

合
計
 

9
5
7
.0

4
 

-
 

2
,1

9
1
.6

2 
 

②
評
価

の
見

直
し

 

供
用

後
に

お
け
る

電
力

由
来
、
都

市
ガ

ス
由
来
の
二
酸
化
炭
素
年
間
排
出
量
の
合
計
は
、
変
更
前
よ
り
増
加
す
る
も
の

の
、
環
境

の
保

全
の
た
め

の
措

置
の
実
施

を
徹

底
す
る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
保
全

目
標

は
達

成
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
評
価
の
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

環 境 影 響 評 価 （ 廃 棄 物 ・ 建 設 発 生 土 ） 

【
予
測

条
件

（
計

画
建

築
物

の
概

要
）】
（
準

備
書

p.
6
.3

-
25
）

 

表
6
.3

-1
6 

計
画
建
築
物
の
概
要

 

用
途

 
区
分

 
用
途
別
延
べ
面
積

 

オ
フ
ィ
ス

、
大
学

 
事
務
所

 
約

8
3
,0

0
0
㎡

 

ウ
ェ
ル
ネ

ス
セ
ン
タ
ー

 
事
務
所

 
約

5
,0

0
0
㎡

 

エ
デ
ュ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 
そ
の
他

 
約

8
,4

0
0
㎡

 

新
産
業
創

造
拠
点

 
事
務
所

 
約

3
,7

0
0
㎡

 

商
業
施
設

 
店
舗

 
約

7
,3

0
0
㎡

 

ラ
イ
ブ
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ

 
そ
の
他

 
約

3
,9

0
0
㎡

 

ホ
テ
ル

 
宿
泊
施
設

 
約

1
8
,9

0
0
㎡

 

店
舗

 
計

 
約

7
,3

0
0
㎡

 

事
務
所

 
計

 
約

9
1
,7

0
0
㎡

 

宿
泊
施
設

 
計

 
約

1
8
,9

0
0
㎡

 

そ
の
他

 
計

 
約

1
2
,3

0
0
㎡

 

  

【
予
測
条
件
（
計
画
建

築
物

の
概

要
）】

 

表
6
.3

-1
6 

計
画
建
築
物
の
概
要

 

用
途

 
区
分

 
用
途
別
延
べ
面
積

 

オ
フ
ィ
ス
、
大
学

 
事
務
所

 
約

7
8
,8

0
0
㎡

 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 
事
務
所

 
約

5
,0

0
0
㎡

 

エ
デ
ュ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設

 
そ
の
他

 
約

8
,9

0
0
㎡

 

新
産
業
創
造
拠
点

 
事
務
所

 
約

3
,0

0
0
㎡

 

商
業
施
設

 
店
舗

 
約

1
2
,8

0
0
㎡

 

ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ

 
そ
の
他

 
約

3
,9

0
0
㎡

 

ホ
テ
ル

 
宿
泊
施
設

 
約

1
7
,8

0
0
㎡

 

店
舗

 
計

 
約

1
2
,8

0
0
㎡

 

事
務
所

 
計

 
約

8
6
,8

0
0
㎡

 

宿
泊
施
設

 
計

 
約

1
7
,8

0
0
㎡

 

そ
の
他

 
計

 
約

1
2
,8

0
0
㎡
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 廃 棄 物 ・ 建 設 発 生 土 ） 

【
計
画

建
築

物
の

建
設

に
よ

り
発

生
す

る
産

業
廃

棄
物
発
生
量
】
 

①
予
測

結
果

（
準

備
書

p.
6
.3

-2
1）

 

表
6
.3

-1
3 

計
画

建
築

物
の

建
設

に
よ

り
発

生
す
る
産
業
廃
棄
物
発
生
量
及
び
最
終
処
分
量

 

単
位
：
ト
ン

 

区
分

 
用

途
 

ｺ
ﾝｸ
ﾘ
ｰﾄ
 

が
ら
 

ｱ
ｽｺ
ﾝ 

が
ら
 

ガ
ラ

ス
 

陶
磁

器
 

廃
プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
 

金
属
 

く
ず
 

木
く
ず
 
紙
く
ず
 

石
膏
 

ボ
ー
ド
 
そ
の
他
 

混
合
 

廃
棄
物
 

発
生

量
 

(
ト

ン
) 

①
 

オ
フ
ィ
ス
、
 

大
学
 

8
1
3 

2
4
1 

1
5
8 

1
2
5 

1
4
9 

1
6
6 

6
6 

1
4
9 

3
4
0 

4
9
8 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
 

セ
ン
タ
ー
 

5
3 

1
5 

9
 

7
 

7
 

1
3 

7
 

1
5 

2
6 

5
6 

エ
デ
ュ
テ
イ

ン
メ

ン
ト
施
設
 

9
9 

4
1 

1
4 

1
4 

5
 

2
2 

5
 

1
8 

5
3 

7
4 

新
産
業
 

創
造
拠
点
 

3
9 

1
1 

7
 

5
 

5
 

9
 

5
 

1
1 

1
9 

4
1 

商
業
施
設
 

4
5 

2
0 

1
4 

7
 

1
0 

1
1 

4
 

1
0 

2
1 

6
9 

ラ
イ
ブ
ビ
ュ

ー
イ

ン
グ
ア
リ
ー

ナ
 

3
5 

5
 

9
 

1
1 

1
2 

2
1 

4
 

1
3 

7
 

4
4 

ホ
テ
ル
 

1
7
4 

3
2 

3
6 

3
0 

6
0 

2
8 

2
3 

7
0 

4
0 

1
3
8 

合
計

 
1
,2

58
 

3
6
5 

2
4
6 

1
9
9 

2
4
9 

2
7
0 

1
1
5 

2
8
7 

5
0
7 

9
1
9 

4
,4

1
4
 

再
資

源
化

率
（

％
）

②
 

1
0
0
.0

 
1
0
0
.0

 
8
7
.2

 
8
2
.6

 
9
7
.9

 
9
8
.8

 
9
7
.6

 
7
9
.4

 
9
5
.5

 
8
7
.4

 

最
終
 

処
分

量
 

(
ト

ン
) 

③
注

）
 

合
計

 

0
.0

 
0
.0

 
3
1
.5

 
3
4
.6

 
5
.2

 
3
.2

 
2
.7

 
5
9
.2

 
2
2
.8

 
1
1
5
.8

 

2
7
5
.1

 

注
）

③
＝

①
-
（

①
×

②
/
1
00
）

 

 

【
計
画
建
築
物
の
建
設

に
よ

り
発

生
す

る
産

業
廃

棄
物

発
生

量
】

 

①
予
測
結
果
 

表
6
.3

-1
3 

計
画
建

築
物
の

建
設

に
よ

り
発

生
す

る
産

業
廃

棄
物

発
生

量
及

び
最

終
処

分
量

 

単
位
：
ト
ン

 

区
分

 
用

途
 

ｺ
ﾝｸ
ﾘ
ｰﾄ
 

が
ら
 

ｱ
ｽｺ
ﾝ 

が
ら
 

ガ
ラ

ス
 

陶
磁

器
 

廃
プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
 

金
属
 

く
ず
 

木
く

ず
 
紙

く
ず
 

石
膏
 

ボ
ー

ド
 
そ

の
他
 

混
合
 

廃
棄

物
 

発
生

量
 

(
ト

ン
) 

①
 

オ
フ
ィ
ス
、
 

大
学
 

7
7
2 

2
2
9 

1
5
0 

1
1
8 

1
4
2 

1
5
8 

6
3 

1
4
2 

3
2
3 

4
7
3 

ウ
ェ
ル
ネ
ス
 

セ
ン
タ
ー
 

5
3 

1
5 

9
 

7
 

7
 

1
3 

7
 

1
5 

2
6 

5
6 

エ
デ
ュ
テ
イ
ン

メ

ン
ト
施
設
 

1
0
5 

4
4 

1
5 

1
5 

5
 

2
3 

5
 

2
0 

5
6 

7
8 

新
産
業
 

創
造
拠
点
 

3
2 

9
 

5
 

4
 

4
 

8
 

4
 

9
 

1
6 

3
3 

商
業
施
設
 

9
1 

5
1 

2
9 

1
3 

1
8 

1
7 

8
 

2
2 

4
2 

4
4 

ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー

イ

ン
グ
ア
リ
ー
ナ
 

3
5 

5
 

9
 

1
1 

1
2 

2
1 

4
 

1
3 

7
 

4
4 

ホ
テ
ル
 

1
6
4 

3
0 

3
4 

2
8 

5
7 

2
7 

2
1 

6
6 

3
7 

1
3
0 

合
計

 
1
,2

51
 

3
8
3 

2
5
1 

1
9
6 

2
4
5 

2
6
5 

1
1
3 

2
8
6 

5
0
8 

8
5
7 

4
,3

5
6
 

再
資

源
化

率
（

％
）

②
 

1
0
0
.0

 
1
0
0
.0

 
8
7
.2

 
8
2
.6

 
9
7
.9

 
9
8
.8

 
9
7
.6

 
7
9
.4

 
9
5
.5

 
8
7
.4

 

最
終

 

処
分

量
 

(
ト

ン
) 

③
注

）
 

合
計

 

0
.0

 
0
.0

 
3
2
.2

 
3
4
.2

 
5
.2

 
3
.2

 
2
.7

 
5
9
.0

 
2
2
.9

 
1
0
8
.0

 

2
6
7
.2

 

注
）

③
＝

①
-
（

①
×

②
/
1
00
）

 

 

②
評
価

の
見

直
し

 

工
事

中
に
計

画
建

築
物

の
建

設
に

よ
り

発
生

す
る
産
業
廃
棄
物
発
生
量
は
変
更
前
に
比
べ
て
減
少
す
る
た
め
、
評
価
の

内
容

に
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 廃 棄 物 ・ 建 設 発 生 土 ） 

【
供
用

後
に

発
生

す
る

廃
棄

物
発

生
量

】
 

①
予
測

結
果

（
準

備
書

p.
6
.3

-2
7）

 

表
6
.3

-2
0 

供
用

後
に

発
生

す
る

事
業

系
一

般
廃

棄
物
及
び
産
業
廃
棄
物
品
目
別
発
生
量

 

廃
棄

物
の

種
類

 
発

生
原

単
位

 
(g

/
㎡

･
日

) 
延

べ
面

積
 

(㎡
) 

廃
棄

物
発

生
量

注
）

 
(k

g/
日

) 
①

 
②

 
③

=①
×

②
／

1
,0

00
 

店
 

舗
 

事
業
系

 
一

般
廃

棄
物

 

紙
類

 
1
6
.7

 

7
,3

0
0
 

1
2
1
.9

 
厨

芥
 

1
7
.9

 
1
3
0
.7

 
繊

維
 

2
.7

 
1
9
.7

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

0
.8

 
5
.8

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
5
.1

 
3
7
.2

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.1

 
0
.7

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

3
.3

 
2
4
.1

 
金

属
類

 
3
.3

 
2
4
.1

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.5

 
3
.7

 
合

計
 

5
0
.4

 
―

 
3
6
7
.9

 

事
 

務
 

所
 

事
業
系

 
一

般
廃

棄
物

 

紙
類

 
2
8
.6

 

9
1
,7

0
0
 

2
,6

2
2
.6

 
厨

芥
 

2
.0

 
1
8
3
.4

 
繊

維
 

0
.4

 
3
6
.7

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

0
.4

 
3
6
.7

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
3
.2

 
2
9
3
.4

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.0

 
0
.0

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

1
.6

 
1
4
6
.7

 
金

属
類

 
3
.6

 
3
3
0
.1

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.3

 
2
7
.5

 
合

計
 

4
0
.1

 
―

 
3
,6

7
7
.2

 

宿 泊 施 設
 

事
業
系

 
一

般
廃

棄
物

 

紙
類

 
2
2
.7

 

1
8
,9

0
0
 

4
2
9
.0

 
厨

芥
 

1
3
.4

 
2
5
3
.3

 
繊

維
 

1
.4

 
2
6
.5

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

4
.1

 
7
7
.5

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
8
.9

 
1
6
8
.2

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.4

 
7
.6

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

5
.1

 
9
6
.4

 
金

属
類

 
4
.0

 
7
5
.6

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.1

 
1
.9

 
合

計
 

6
0
.1

 
―

 
1
,1

3
5
.9

 

そ の 他
 

事
業
系

 
一

般
廃

棄
物

 

紙
類

 
1
3
.3

 

1
2
,3

0
0
 

1
6
3
.6

 
厨

芥
 

1
4
.3

 
1
7
5
.9

 
繊

維
 

2
.1

 
2
5
.8

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

0
.6

 
7
.4

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
4
.0

 
4
9
.2

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.0

 
0
.0

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

2
.6

 
3
2
.0

 
金

属
類

 
2
.6

 
3
2
.0

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.4

 
4
.9

 
合

計
 

3
9
.9

 
―

 
4
9
0
.8

 
 

【
供
用
後
に
発
生
す
る

廃
棄

物
発

生
量

】
 

①
予
測
結
果
 

表
6
.3

-2
0 

供
用

後
に

発
生

す
る

事
業

系
一

般
廃

棄
物

及
び

産
業

廃
棄

物
品

目
別

発
生

量
 

廃
棄

物
の

種
類

 
発

生
原
単

位
 

(g
/
㎡

･
日

) 
延

べ
面
積

 
(㎡

) 
廃

棄
物
発

生
量

注
）

 
(k

g/
日

) 
①

 
②

 
③

=①
×
②
／

1
,0

00
 

店
 

舗
 

事
業

系
 

一
般

廃
棄

物
 

紙
類

 
1
6
.7

 

1
2
,8

0
0
 

2
1
3
.8

 
厨

芥
 

1
7
.9

 
2
2
9
.1

 
繊

維
 

2
.7

 
3
4
.6

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

0
.8

 
1
0
.2

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
5
.1

 
6
5
.3

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.1

 
1
.3

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

3
.3

 
4
2
.2

 
金

属
類

 
3
.3

 
4
2
.2

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.5

 
6
.4

 
合

計
 

5
0
.4

 
―

 
6
4
5
.1

 

事
 

務
 

所
 

事
業

系
 

一
般

廃
棄

物
 

紙
類

 
2
8
.6

 

8
6
,8

0
0
 

2
,4

8
2
.5

 
厨

芥
 

2
.0

 
1
7
3
.6

 
繊

維
 

0
.4

 
3
4
.7

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

0
.4

 
3
4
.7

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
3
.2

 
2
7
7
.8

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.0

 
0
.0

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

1
.6

 
1
3
8
.9

 
金

属
類

 
3
.6

 
3
1
2
.5

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.3

 
2
6
.0

 
合

計
 

4
0
.1

 
―

 
3
,4

8
0
.7

 

宿 泊 施 設
 

事
業

系
 

一
般

廃
棄

物
 

紙
類

 
2
2
.7

 

1
7
,8

0
0
 

4
0
4
.1

 
厨

芥
 

1
3
.4

 
2
3
8
.5

 
繊

維
 

1
.4

 
2
4
.9

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

4
.1

 
7
3
.0

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
8
.9

 
1
5
8
.4

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.4

 
7
.1

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

5
.1

 
9
0
.8

 
金

属
類

 
4
.0

 
7
1
.2

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.1

 
1
.8

 
合

計
 

6
0
.1

 
―

 
1
,0

6
9
.8

 

そ の 他
 

事
業

系
 

一
般

廃
棄

物
 

紙
類

 
1
3
.3

 

1
2
,8

0
0
 

1
7
0
.2

 
厨

芥
 

1
4
.3

 
1
8
3
.0

 
繊

維
 

2
.1

 
2
6
.9

 
草

木
・
そ

の
他
可
燃

物
 

0
.6

 
7
.7

 

産
業

廃
棄

物
 

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

 
4
.0

 
5
1
.2

 
ゴ

ム
・
皮

革
 

0
.0

 
0
.0

 
ガ

ラ
ス
・

石
・
陶
磁

器
 

2
.6

 
3
3
.3

 
金

属
類

 
2
.6

 
3
3
.3

 
そ

の
他
不

燃
物

 
0
.4

 
5
.1

 
合

計
 

3
9
.9

 
―

 
5
1
0
.7

 
 

②
評
価

の
見

直
し

 

供
用

後
の
廃

棄
物

発
生

量
（

総
計

5
,7

0
6
.3

kg
/日

）
は
、
変
更
前
（
総
計

5,
67

1
.8

kg
/
日
）
に
比
べ
て

34
.5

kg
/
日
の
増

加
と
な

り
ま

す
が

、
環

境
の

保
全

の
た

め
の

措
置

の
実

施
を

徹
底

す
る

こ

と
に

よ
り
、

環
境

保
全

目
標

は
達

成
さ

れ
る

と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
評
価
の
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

補足資料7　事業計画の変更に伴う環境影響評価準備書の記載内容の変更について
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 大 気 質 ） 

【
駐
車

場
の

利
用

に
伴

う
大

気
環

境
へ

の
影

響
】

 

①
予
測

条
件

（
荷

さ
ば

き
車

両
台

数
）（

準
備
書

p.
6
.4

-
61
）

 

表
6
.4

-4
5 

地
下

駐
車

場
の

走
行

台
数
及
び
平
均
走
行
距
離

 

地
下

駐
車

場
 

対
象
車
両

 
走

行
台
数

 

（
台

/
日

）
 

平
均

 

走
行

距
離

 

（
ｍ

）
 

日
排

出
量

 

N
O

x 

（
g/
日

）
 

P
M

 

（
g/
日

）
 

地
下

１
階

 
荷

さ
ば
き

車
両

 
小

型
車

注
）

 
1
7
5
 

1
1
4
.9

 
 

1
.4

8
8
0
 

0
.0

2
9
6
 

注
）
荷
さ
ば
き
車
両
は
最
大
で

4ｔ
車
相
当
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
小
型
車
と
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

 

 ②
予

測
結

果
（
準

備
書

p.
6
.4

-6
4）

 

表
6
.4

-4
9 

年
平

均
値

か
ら

日
平
均
値
へ
の
換
算
結
果

 

予
測

項
目

 

二
酸
化
窒

素
（

pp
m
）

 
浮

遊
粒

子
状

物
質

（
m

g/
㎥

）
 

年
平
均
値

 

（
予
測
結

果
）

 

日
平

均
値

の
 

年
間

98
％

値
注

）
 

年
平

均
値

 

（
予

測
結

果
）

 

日
平

均
値

の
 

2
％

除
外

値
注

）
 

建
物

の
供

用
 

（
地

下
駐

車
場

の
利

用
）

 

に
伴

う
大

気
環

境
へ

の
影
響

 

0
.0

1
8
0
0
2
1
 

0
.0

3
9
 

0
.0

2
2
0
0
0
7
 

0
.0

4
9
 

注
）
二
酸
化
窒
素
の
環
境
基
準
は

0.
06

pp
m
以
下
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
環
境
基
準
は

0.
10

m
g/
㎥
以
下
。

 

   ※
設
備

の
稼

働
に

伴
う

影
響

と
の

合
成

結
果

（
準

備
書

p.
6
.4

-6
5）

 

表
6
.4

-5
1 

年
平

均
値

か
ら

日
平
均
値
へ
の
換
算
結
果

 

予
測

項
目

 

二
酸
化
窒

素
（

pp
m
）

 
浮

遊
粒

子
状

物
質

（
m

g/
㎥

）
 

年
平
均
値

 

（
予
測
結

果
）

 

日
平
均

値
の

 

年
間

98
％

値
注

)  

年
平

均
値

 

（
予

測
結

果
）

 

日
平

均
値

の
 

2
％

除
外

値
注

)  

建
物

の
供

用
に

伴
う

 

大
気

環
境

へ
の

影
響

 
0
.0

1
8
0
0
4
6
 

0
.0

3
9
 

0
.0

2
2
0
0
0
7
 

0
.0

4
9
 

注
）
二
酸
化
窒
素
の
環
境
基
準
は

0.
06

pp
m
以
下
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
環
境
基
準
は

0.
10

m
g/
㎥
以
下
。

 

  

【
駐
車
場
の
利
用
に
伴

う
大

気
環

境
へ

の
影

響
】

 

①
予
測
条
件
（
荷
さ
ば

き
車

両
台

数
）

 

表
6
.4

-4
5 

地
下

駐
車

場
の

走
行

台
数

及
び

平
均

走
行

距
離

 

地
下

駐
車

場
 

対
象
車
両

 
走

行
台
数

 

（
台

/
日
）

 

平
均

 

走
行
距
離

 

（
ｍ
）

 

日
排
出
量

 

N
O

x 

（
g/
日

）
 

P
M

 

（
g/
日

）
 

地
下

１
階

 
荷

さ
ば

き
車
両

 
小

型
車

注
）

 
2
0
0
 

1
1
4
.9

 
 

1
.7

0
0
5
 

0
.0

3
3
8
 

注
）
荷
さ
ば
き
車
両
は
最
大
で

4ｔ
車
相
当
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
小
型
車
と
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

 

 ②
予
測
結
果
 

表
6
.4

-4
9 

年
平

均
値

か
ら

日
平

均
値

へ
の

換
算

結
果

 

予
測

項
目

 

二
酸
化
窒

素
（

pp
m
）

 
浮

遊
粒
子

状
物
質
（

m
g/
㎥
）

 

年
平
均
値

 

（
予
測
結

果
）

 

日
平
均
値

の
 

年
間

98
％
値

注
）

 

年
平
均
値

 

（
予
測
結

果
）

 

日
平
均
値

の
 

2
％
除

外
値

注
）

 

建
物

の
供

用
 

（
地

下
駐

車
場

の
利

用
）

 

に
伴

う
大

気
環

境
へ

の
影
響

 

0
.0

1
8
0
0
2
4
 

0
.0

3
9
 

0
.0

2
2
0
0
0
8
 

0
.0

4
9
 

注
）
環
境
基
準
：
二
酸
化
窒
素
は

0.
04

pp
m
か
ら

0.
06

pp
m
の
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
そ
れ
以
下
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
は

0.
10

m
g/
㎥
以
下
。

 

環
境
保
全
目
標
：
二
酸
化
窒
素
は

0.
04

pp
m
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
は

0.
10

m
g/
㎥
を
超
え
な
い
こ
と
。

 

 ※
設
備
の
稼
働
に
伴
う

影
響

と
の

合
成

結
果

 

表
6
.4

-5
1 

年
平

均
値

か
ら

日
平

均
値

へ
の

換
算

結
果

 

予
測

項
目

 

二
酸
化
窒

素
（

pp
m
）

 
浮

遊
粒
子

状
物
質
（

m
g/
㎥
）

 

年
平
均
値

 

（
予
測
結

果
）

 

日
平
均
値

の
 

年
間

98
％
値

注
)  

年
平
均
値

 

（
予
測
結

果
）

 

日
平
均
値

の
 

2
％
除

外
値

注
)  

建
物

の
供

用
に

伴
う

 

大
気

環
境

へ
の

影
響

 
0
.0

1
8
0
0
4
6
 

0
.0

3
9
 

0
.0

2
2
0
0
0
8
 

0
.0

4
9
 

注
）
環
境
基
準
：
二
酸
化
窒
素
は

0.
04

pp
m
か
ら

0.
06

pp
m
の
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
そ
れ
以
下
、
浮
遊
粒
子
状
物

質
は

0.
10

m
g/
㎥
以
下
。

 

環
境
保
全
目
標
：
二
酸
化
窒
素
は

0.
04

pp
m
、
浮
遊
粒
子
状
物
質
は

0.
10

m
g/
㎥
を
超
え
な
い
こ
と
。

 

 

③
評
価

の
見

直
し

 

地
下

駐
車
場

の
走

行
台

数
が

変
更

に
な

る
も

の
の
、
予
測
結
果
は
変
更
前
と
同
程
度
と
な
り
、
評
価
の
内
容
に
変
更
は

あ
り

ま
せ

ん
。
 

補足資料7　事業計画の変更に伴う環境影響評価準備書の記載内容の変更について
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 大 気 質 ） 

【
関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

大
気

環
境

へ
の

影
響

】
 

①
予
測

条
件

（
交

通
量
）
（

準
備

書
p.

6
.4

-7
0）

 

表
6
.4

-5
3 

予
測

交
通

量
（

関
連

車
両

の
走
行
に
伴
う
大
気
環
境
へ
の
影
響
）

 

単
位
：
台

/日
 

予
測

地
点

 
方

向
※

 
将

来
基
礎

交
通
量

 
関

連
車

両
台

数
 

将
来

交
通

量
 

小
型

車
 大

型
車

 
合

計
 

小
型

車
 大

型
車

 
合

計
 

小
型

車
 大

型
車

 
合

計
 

地
点

a 

一
般
国

道
1
6
号

 

南
東

行
 

6
,4

47
 

5
6
4 

7
,0

11
 

0
 

0
 

0
 

6
,4

47
 

5
6
4 

7
,0

11
 

北
西

行
 

5
,2

21
 

4
2
3 

5
,6

44
 

3
7
2 

0
 

3
7
2 

5
,5

93
 

4
2
3 

6
,0

16
 

合
計

 
1
1
,6

6
8 

9
8
7 

1
2
,6

5
5 

3
7
2 

0
 

3
7
2 

1
2
,0

4
0 

9
8
7 

1
3
,0

2
7 

地
点

b 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

南
東

行
 

6
,4

68
 

4
5
6 

6
,9

24
 

1
,0

09
 

0
 

1
,0

09
 

7
,4

77
 

4
5
6 

7
,9

33
 

北
西

行
 

9
,2

12
 

5
6
5 

9
,7

77
 

0
 

1
1
2 

1
1
2 

9
,2

12
 

6
7
7 

9
,8

89
 

合
計

 
1
5
,6

8
0 

1
,0

21
 

1
6
,7

0
1 

1
,0

09
 

1
1
2 

1
,1

21
 

1
6
,6

8
9 

1
,1

33
 

1
7
,8

2
2 

地
点

c 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

南
東

行
 

9
,7

11
 

8
2
0 

1
0
,5

3
1 

5
8
8 

0
 

5
8
8 

1
0
,2

9
9 

8
2
0 

1
1
,1

1
9 

北
西

行
 

7
,3

27
 

5
1
1 

7
,8

38
 

7
1
8 

0
 

7
1
8 

8
,0

45
 

5
1
1 

8
,5

56
 

合
計

 
1
7
,0

3
8 

1
,3

31
 

1
8
,3

6
9 

1
,3

06
 

0
 

1
,3

06
 

1
8
,3

4
4 

1
,3

31
 

1
9
,6

7
5 

地
点

d 

市
道

関
内

本
牧

線
 

第
7
0
0
2
号

線
 

南
東

行
 

2
,3

48
 

4
3
7 

2
,7

85
 

0
 

0
 

0
 

2
,3

48
 

4
3
7 

2
,7

85
 

北
西

行
 

7
,9

65
 

9
0
2 

8
,8

67
 

4
3
5 

0
 

4
3
5 

8
,4

00
 

9
0
2 

9
,3

02
 

合
計

 
1
0
,3

1
3 

1
,3

39
 

1
1
,6

5
2 

4
3
5 

0
 

4
3
5 

1
0
,7

4
8 

1
,3

39
 

1
2
,0

8
7 

地
点

e 

市
道

新
港

 

第
7
8
号

線
 

南
西

行
 

5
,5

69
 

4
4
3 

6
,0

12
 

5
1 

1
1
2 

1
6
3 

5
,6

20
 

5
5
5 

6
,1

75
 

北
東

行
 

4
,9

96
 

3
8
9 

5
,3

85
 

4
9 

0
 

4
9 

5
,0

45
 

3
8
9 

5
,4

34
 

合
計

 
1
0
,5

6
5 

8
3
2 

1
1
,3

9
7 

1
0
0 

1
1
2 

2
1
2 

1
0
,6

6
5 

9
4
4 

1
1
,6

0
9 

 ②
予
測

結
果

（
準

備
書

p.
6
.4

-7
3）

 

表
6
.4

-5
6 

年
平

均
値

か
ら

日
平
均
値
へ
の
換
算
結
果

 

予
測
項
目

 

二
酸
化

窒
素

（
pp

m
）

 
浮

遊
粒

子
状

物
質

（
m

g/
㎥

）
 

年
平
均
値

 

(予
測

結
果

) 

日
平

均
値

の
 

年
間

98
％

値
 

年
平

均
値

 

(予
測

結
果

) 

日
平

均
値

の
 

2
％

除
外

値
 

関
連
車
両
の

走
行
に
伴
う

大
気
環
境
へ

の
影
響

 

地
点

a 

一
般

国
道

1
6
号

 

北
東

側
 

0
.0

18
1
48

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
13

6 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
42

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
13

2 
0
.0

49
 

地
点

b 
市

道
 

伊
勢

佐
木

町
第

8
2
号

線
 

北
東

側
 

0
.0

18
2
28

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
18

9 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
18

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
11

1 
0
.0

49
 

地
点

c 
市
道

 

伊
勢

佐
木

町
第

8
2
号

線
 

北
東

側
 

0
.0

18
1
96

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
16

9 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
94

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
16

8 
0
.0

49
 

地
点

d 
市

道
関
内

 

本
牧
線

第
7
0
0
2
号
線

 

北
東

側
 

0
.0

18
1
35

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
13

5 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
67

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
16

0 
0
.0

49
 

地
点

e 
市
道
新
港

 

第
7
8
号
線

 

東
側

 
0
.0

18
1
55

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
14

4 
0
.0

49
 

西
側

 
0
.0

18
1
31

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
12

6 
0
.0

49
 

  
 

【
関
連
車
両
の
走
行
に

伴
う

大
気

環
境

へ
の

影
響

】
 

①
予
測
条
件
（
交
通
量

）
 

表
6
.4

-5
3 

予
測

交
通

量
（

関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

大
気

環
境

へ
の

影
響

）
 

単
位
：
台

/日
 

予
測

地
点

 
方

向
※

 
将

来
基
礎

交
通
量

 
関

連
車
両

台
数

 
将

来
交
通

量
 

小
型
車

 大
型
車

 
合

計
 

小
型
車

 大
型
車

 
合

計
 

小
型
車

 大
型
車

 
合

計
 

地
点

a 

一
般

国
道

1
6
号

 

南
東
行

 
6
,4

47
 

5
6
4 

7
,0

11
 

0
 

0
 

0
 

6
,4

47
 

5
6
4 

7
,0

11
 

北
西
行

 
5
,2

21
 

4
2
3 

5
,6

44
 

3
7
4 

0
 

3
7
4 

5
,5

95
 

4
2
3 

6
,0

18
 

合
計

 
1
1
,6

6
8 

9
8
7 

1
2
,6

5
5 

3
7
4 

0
 

3
7
4 

1
2
,0

4
2 

9
8
7 

1
3
,0

2
9 

地
点

b 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

南
東
行

 
6
,4

68
 

4
5
6 

6
,9

24
 

1
,0

16
 

0
 

1
,0

16
 

7
,4

84
 

4
5
6 

7
,9

40
 

北
西
行

 
9
,2

12
 

5
6
5 

9
,7

77
 

0
 

1
1
2 

1
1
2 

9
,2

12
 

6
7
7 

9
,8

89
 

合
計

 
1
5
,6

8
0 

1
,0

21
 

1
6
,7

0
1 

1
,0

16
 

1
1
2 

1
,1

28
 

1
6
,6

9
6 

1
,1

33
 

1
7
,8

2
9 

地
点

c 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

南
東
行

 
9
,7

11
 

8
2
0 

1
0
,5

3
1 

5
9
3 

0
 

5
9
3 

1
0
,3

0
4 

8
2
0 

1
1
,1

2
4 

北
西
行

 
7
,3

27
 

5
1
1 

7
,8

38
 

7
2
1 

0
 

7
2
1 

8
,0

48
 

5
1
1 

8
,5

59
 

合
計

 
1
7
,0

3
8 

1
,3

31
 

1
8
,3

6
9 

1
,3

14
 

0
 

1
,3

14
 

1
8
,3

5
2 

1
,3

31
 

1
9
,6

8
3 

地
点

d 

市
道

関
内

本
牧

線
 

第
7
0
0
2
号

線
 

南
東
行

 
2
,3

48
 

4
3
7 

2
,7

85
 

0
 

0
 

0
 

2
,3

48
 

4
3
7 

2
,7

85
 

北
西
行

 
7
,9

65
 

9
0
2 

8
,8

67
 

4
3
7 

0
 

4
3
7 

8
,4

02
 

9
0
2 

9
,3

04
 

合
計

 
1
0
,3

1
3 

1
,3

39
 

1
1
,6

5
2 

4
3
7 

0
 

4
3
7 

1
0
,7

5
0 

1
,3

39
 

1
2
,0

8
9 

地
点

e 

市
道

新
港

 

第
7
8
号

線
 

南
西
行

 
5
,5

69
 

4
4
3 

6
,0

12
 

5
2 

1
1
2 

1
6
4 

5
,6

21
 

5
5
5 

6
,1

76
 

北
東
行

 
4
,9

96
 

3
8
9 

5
,3

85
 

5
2 

0
 

5
2 

5
,0

48
 

3
8
9 

5
,4

37
 

合
計

 
1
0
,5

6
5 

8
3
2 

1
1
,3

9
7 

1
0
4 

1
1
2 

2
1
6 

1
0
,6

6
9 

9
4
4 

1
1
,6

1
3 

 ②
予
測
結
果
 

表
6
.4

-5
6 

年
平

均
値

か
ら

日
平

均
値

へ
の

換
算

結
果

 

予
測
項
目

 

二
酸
化
窒

素
（

pp
m
）

 
浮

遊
粒
子

状
物
質
（

m
g/
㎥
）

 

年
平
均
値

 

(予
測

結
果

) 

日
平
均
値

の
 

年
間

98
％
値

 

年
平
均
値

 

(予
測

結
果

) 

日
平
均
値

の
 

2
％

除
外
値

 

関
連
車
両
の

走
行
に
伴
う

大
気
環
境
へ

の
影
響

 

地
点

a 

一
般

国
道

1
6
号

 

北
東

側
 

0
.0

18
1
48

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
13

6 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
42

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
13

2 
0
.0

49
 

地
点

b 
市

道
 

伊
勢

佐
木

町
第

8
2
号

線
 

北
東

側
 

0
.0

18
2
28

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
18

8 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
18

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
11

1 
0
.0

49
 

地
点

c 
市
道

 

伊
勢

佐
木

町
第

8
2
号

線
 

北
東

側
 

0
.0

18
1
96

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
16

9 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
94

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
16

8 
0
.0

49
 

地
点

d 
市

道
関
内

 

本
牧

線
第

7
0
0
2
号
線

 

北
東

側
 

0
.0

18
1
35

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
13

5 
0
.0

49
 

南
西

側
 

0
.0

18
1
66

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
16

0 
0
.0

49
 

地
点

e 
市
道
新
港

 

第
7
8
号
線

 

東
側

 
0
.0

18
1
55

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
14

4 
0
.0

49
 

西
側

 
0
.0

18
1
31

 
0
.0

38
 

0
.0

22
0
12

6 
0
.0

49
 

 

③
評
価

の
見

直
し

 

関
連

車
両
台

数
は

変
更

と
な

る
も

の
の

、
予

測
結
果
は
変
更
前
と
同
程
度
と
な
り
、
評
価
の
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

 

補足資料7　事業計画の変更に伴う環境影響評価準備書の記載内容の変更について

10‐51



 

項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 騒 音 ） 

【
関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

道
路

交
通

騒
音

】
 

①
予
測

結
果

（
準

備
書

p.
6
.5

-4
0）

 

表
6
.5

-2
4 

関
連

車
両

の
走

行
に
伴
う
道
路
交
通
騒
音

 

単
位
：

dB
 

予
測
地
点

 
時
間

 

区
分

※
 

将
来

基
礎

交
通

量
 

に
よ

る
 

等
価

騒
音

レ
ベ

ル
 

将
来

交
通

量
 

に
よ

る
 

等
価

騒
音

レ
ベ

ル
 

本
事

業
の

関
連

車
両

 

に
よ

る
等

価
騒

音
 

レ
ベ

ル
の

増
加

分
 

地
点

a
 

一
般
国
道

1
6
号

 

昼
間
 

6
6
（

6
6
.3
）

 
6
6
（

6
6
.4
）

 
１
未
満
（

0
.1
）

 
夜
間
 

6
3
（

6
2
.7
）

 
6
3
（

6
2
.7
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 
地
点

b
 

市
道
伊
勢
佐
木
町
 

第
8
2
号
線

 

昼
間
 

6
4
（

6
3
.6
）

 
6
4
（

6
3
.8
）

 
１
未
満
（

0
.2
）

 
夜
間
 

5
9
（

5
8
.9
）

 
5
9
（

5
8
.9
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 
地
点

c
 

市
道
伊
勢
佐
木
町
 

第
8
2
号
線

 

昼
間
 

6
6
（

6
5
.8
）

 
6
6
（

6
6
.1
）

 
１
未
満
（

0
.3
）

 
夜
間
 

6
1
（

6
0
.8
）

 
6
1
（

6
0
.8
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 
地
点

d
 

市
道
関
内
本
牧
線
 

第
7
0
0
2
号
線

 

昼
間
 

6
6
（

6
6
.4
）

 
6
7
（

6
6
.5
）

 
１
（

0
.1
）

 
夜
間
 

6
1
（

6
1
.3
）

 
6
1
（

6
1
.3
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 
地
点

e
 

市
道
新
港
 

第
7
8
号
線

 

昼
間
 

6
3
（

6
2
.8
）

 
6
3
（

6
3
.1
）

 
１
未
満
（

0
.3
）

 

夜
間
 

5
8
（

5
7
.6
）

 
5
8
（

5
7
.6
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 
※
時
間
区
分
は
、
昼
間

: 
6～

22
時
、
夜
間

: 
22
～

6
時
で
す
。

 

 

【
関
連
車
両
の
走
行
に

伴
う

道
路

交
通

騒
音

】
 

①
予
測
結
果
 

表
6
.5

-2
4 

関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

道
路

交
通

騒
音

 

※
計

算
途

中
の

四
捨

五
入

の
処

理
等

に
よ

り
、

予
測

結
果

に
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。
 
 
 
 
 
 
単
位
：

dB
 

予
測
地
点

 
時
間

 

区
分

※
 

将
来

基
礎

交
通

量
 

に
よ

る
 

等
価

騒
音

レ
ベ

ル
 

将
来

交
通

量
 

に
よ

る
 

等
価

騒
音

レ
ベ

ル
 

本
事

業
の

関
連

車
両

 

に
よ

る
等

価
騒

音
 

レ
ベ

ル
の

増
加

分
 

地
点

a
 

一
般
国
道

1
6
号

 

昼
間
 

6
6
（

6
6
.3
）

 
6
6
（

6
6
.4
）

 
１
未
満
（

0
.1
）

 

夜
間
 

6
3
（

6
2
.7
）

 
6
3
（

6
2
.7
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 

地
点

b
 

市
道
伊
勢
佐
木
町
 

第
8
2
号
線

 

昼
間
 

6
4
（

6
3
.6
）

 
6
4
（

6
3
.8
）

 
１
未
満
（

0
.2
）

 

夜
間
 

5
9
（

5
8
.9
）

 
5
9
（

5
8
.9
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 

地
点

c
 

市
道
伊
勢
佐
木
町
 

第
8
2
号
線

 

昼
間
 

6
6
（

6
5
.8
）

 
6
6
（

6
6
.1
）

 
１
未
満
（

0
.3
）

 

夜
間
 

6
1
（

6
0
.8
）

 
6
1
（

6
0
.8
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 

地
点

d
 

市
道
関
内
本
牧
線
 

第
7
0
0
2
号
線

 

昼
間
 

6
6
（

6
6
.4
）

 
6
7
（

6
6
.5
）

 
1
（

0
.1
）

 

夜
間
 

6
1
（

6
1
.3
）

 
6
1
（

6
1
.3
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 

地
点

e
 

市
道
新
港
 

第
7
8
号
線

 

昼
間
 

6
3
（

6
2
.8
）

 
6
3
（

6
3
.1
）

 
１
未
満
（

0
.3
）

 

夜
間
 

5
8
（

5
7
.6
）

 
5
8
（

5
7
.6
）

 
１
未
満
（

0
.0
）

 

※
時
間
区
分
は
、
昼
間

: 
6～

22
時
、
夜
間

: 
22
～

6
時
で
す
。

 

 

②
評
価

の
見

直
し

 

関
連

車
両
台

数
は

変
更

と
な

る
も

の
の

、
予

測
結

果
は
変
更
前
と
同
程
度
と
な
り
、
評
価
の
内
容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

 

補足資料7　事業計画の変更に伴う環境影響評価準備書の記載内容の変更について

10‐52



 

項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 振 動 ） 

【
関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

道
路

交
通

振
動

】
 

①
予
測

結
果

（
準

備
書

p.
6
.6

-2
9）

 

表
6
.6

-2
2 

関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う
道
路
交
通
振
動
（
抜
粋
）

 
単
位
：

dB
 

予
測

地
点

 
区

分
注

1
)  

時
間
区
分

注
2）

 

(時
間

帯
) 

将
来
基
礎
交
通
量
に

よ
る
振
動
レ
ベ
ル

 

将
来
交
通
量
に

 

よ
る
振
動
レ
ベ
ル

 

関
連
車
両
に
よ
る

 

振
動
レ
ベ
ル
の
増
加
分

 

地
点

a 

一
般
国

道
1
6
号

 
①

 
昼

間
 

8
時

～
9
時

 
3
6
（

3
6
.3
）

 
3
6
（

3
6
.3
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

夜
間

 
7
時

～
8
時

 
3
5
（

3
4
.5
）

 
3
5
（

3
4
.5
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

b 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

①
 

昼
間

 
1
0
時
～

1
1
時

 
3
3
（

3
2
.8
）

 
3
3
（

3
3
.2
）

 
1
未

満
（

0.
4）

 

夜
間

 
6
時

～
7
時

 
3
1
（

3
1
.1
）

 
3
1
（

3
1
.1
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

c 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

①
 

昼
間

 
1
0
時
～

1
1
時

 
3
9
（

3
8
.9
）

 
3
9
（

3
9
.1
）

 
1
未

満
（

0.
2）

 

夜
間

 
6
時

～
7
時

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

7
時

～
8
時

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

d 

市
道

関
内

本
牧

線
 

第
7
0
0
2
号

線
 

①
 

昼
間

 
9
時

～
1
0
時

 
4
2
（

4
1
.9
）

 
4
2
（

4
1
.9
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

夜
間

 
7
時

～
8
時

 
3
9
（

3
9
.2
）

 
3
9
（

3
9
.2
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

e 

市
道

新
港

 

第
7
8
号

線
 

①
 

昼
間

 
8
時

～
9
時
 

4
0
（

3
9
.7
）

 
4
0
（

4
0
.0
）

 
1
未

満
（

0.
3）

 

夜
間

 
7
時

～
8
時
 

3
7
（

3
7
.4
）

 
3
7
（

3
7
.4
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

注
1
）

①
：

将
来

交
通
量
に

よ
る
振
動

レ
ベ
ル

が
最
大
と

な
る

昼
夜

の
時

間
帯

を
示

す
区

分
 

注
2
）

振
動

規
制

法
に
基
づ

く
時
間
区

分
は
、

昼
間
：

8
時

～
1
9
時

、
夜

間
：

1
9
時

～
8
時

で
す

。
 

【
関
連
車
両
の
走
行
に

伴
う

道
路

交
通

振
動

】
 

①
予
測
結
果
 

表
6
.6

-2
2 

関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

道
路

交
通

振
動

（
抜

粋
）

 
※

計
算

途
中

の
四

捨
五

入
の

処
理

等
に

よ
り

、
予

測
結

果
に

変
更

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 
 

 
 

 
単
位
：

dB
 

予
測

地
点

 
区

分
注

1
)  

時
間
区
分

注
2）

 

(時
間

帯
) 

将
来
基
礎
交
通
量
に

よ
る
振
動
レ
ベ
ル

 

将
来
交
通
量
に

 

よ
る
振
動
レ
ベ
ル

 

関
連
車
両
に
よ
る

 

振
動
レ
ベ
ル
の
増
加
分

 

地
点

a 

一
般

国
道

1
6
号

 
①

 
昼

間
 

8
時

～
9
時

 
3
6
（

3
6
.3
）

 
3
6
（

3
6
.3
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

夜
間
 

7
時

～
8
時

 
3
5
（

3
4
.5
）

 
3
5
（

3
4
.5
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

b 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

①
 

昼
間
 

1
0
時
～

1
1
時

 
3
3
（

3
2
.8
）

 
3
3
（

3
3
.2
）

 
1
未

満
（

0.
4）

 

夜
間
 

6
時

～
7
時

 
3
1
（

3
1
.1
）

 
3
1
（

3
1
.1
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

c 

市
道

伊
勢

佐
木

町
 

第
8
2
号

線
 

①
 

昼
間
 

1
0
時
～

1
1
時

 
3
9
（

3
8
.9
）

 
3
9
（

3
9
.1
）

 
1
未

満
（

0.
2）

 

夜
間

 
6
時

～
7
時

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

7
時

～
8
時

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
3
6
（

3
5
.5
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

d 

市
道

関
内

本
牧

線
 

第
7
0
0
2
号

線
 

①
 

昼
間
 

9
時

～
1
0
時

 
4
2
（

4
1
.9
）

 
4
2
（

4
1
.9
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

夜
間
 

7
時

～
8
時

 
3
9
（

3
9
.2
）

 
3
9
（

3
9
.2
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

地
点

e 

市
道

新
港

 

第
7
8
号

線
 

①
 

昼
間

 
8
時

～
9
時
 

4
0
（

3
9
.7
）

 
4
0
（

4
0
.0
）

 
1
未

満
（

0.
3）

 

夜
間

 
7
時

～
8
時
 

3
7
（

3
7
.4
）

 
3
7
（

3
7
.4
）

 
1
未

満
（

0.
0）

 

注
1
）

①
：

将
来

交
通
量
に

よ
る
振
動

レ
ベ
ル

が
最
大
と

な
る
昼

夜
の
時
間

帯
を
示

す
区
分

 

注
2
）

振
動

規
制

法
に
基
づ

く
時
間
区

分
は
、

昼
間
：

8
時

～
1
9
時
、
夜
間

：
1
9
時
～

8
時
で

す
。

 

 

 

②
評
価

の
見

直
し

 

関
連

車
両
台

数
は

変
更

と
な

る
も

の
の

、
最

大
振

動
レ
ベ
ル
の
予
測
結
果
は
変
更
前
と
同
程
度
と
な
り
、
評
価
の
内
容

に
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 

補足資料7　事業計画の変更に伴う環境影響評価準備書の記載内容の変更について
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 地 域 社 会 ） 

【
関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

交
通

混
雑

】
 

①
交
差

点
需

要
率

予
測

結
果

（
準

備
書

p.
6
.1

2-
42
）

 

表
6
.1

2-
21
 
交

差
点

需
要

率
（

関
連

車
両
の
走
行
に
伴
う
交
通
混
雑
）

 

交
差

点
名

 

交
差

点
需

要
率

 

ピ
ー

ク
時

間
帯

 
将

来
 

基
礎
交
通

量
 

将
来

 

交
通

量
 

限
界

需
要

率
 

増
加

量
 

①
 

②
 

 
③

=②
-①

 

地
点

1 
尾

上
町

 
0
.2

17
 

0
.2

80
 

0
.9

14
 

＋
0
.0

6
3 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 

地
点

2 
羽

衣
町

 
0
.3

75
 

0
.3

87
 

0
.8

85
 

＋
0
.0

1
2 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 

地
点

3 
関

内
駅

南
口

 
0
.1

97
 

0
.1

99
 

0
.8

14
 

+
0
.0

0
2 

1
5
:3

0
～

1
6
:3

0 

地
点

4 
不

老
町

 
0
.3

50
 

0
.3

84
 

0
.8

90
 

＋
0
.0

3
4 

1
6
:4

5
～

1
7
:4

5 

地
点

5 
扇

町
一

丁
目

 
0
.3

45
 

0
.3

74
 

0
.8

88
 

+
0
.0

2
9 

1
7
:0

0
～

1
8
:0

0 

地
点

6 
横

浜
ス

タ
ジ
ア
ム
前

 
0
.3

04
 

0
.3

04
 

0
.9

11
 

±
0
.0

0
0 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 

地
点

7 
ハ

マ
ス

タ
入
口

 
0
.2

48
 

0
.2

50
 

0
.8

22
 

＋
0
.0

1
2 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 

 ②
車
線

混
雑

度
予

測
結

果
（

準
備

書
p.

6
.1

2-
43
～

4
4）

 

表
6
.1

2-
22

(1
)～

(2
) 

車
線
混
雑

度
（

関
連

車
両

の
走
行
に
伴
う
交
通
混
雑
）（

抜
粋
）

 

交
差

点
名

 
交

差
点

 

断
面

 
流

入
車
線

 
将

来
 

基
礎
交
通

量
 

将
来

交
通

量
 

増
分

 
ピ

ー
ク

時
間

帯
 

地
点

1 

尾
上
町

 
B

 
左

直
 

0
.2

94
 

0
.4

98
 

＋
0
.1

6
9 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 
右

 
0
.1

12
 

0
.1

12
 

±
0
.0

0
0 

地
点

2 

羽
衣
町

 
B

 

左
 

0
.2

01
 

0
.2

01
 

±
0
.0

0
0 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 
直

 
0
.5

09
 

0
.5

09
 

±
0
.0

0
0 

右
 

0
.3

23
 

0
.3

23
 

±
0
.0

0
0 

地
点

3 

関
内

駅
南

口
 

B
 

左
 

0
.8

80
 

0
.8

80
 

±
0
.0

0
0 

1
5
:3

0
～

1
6
:3

0 
右

 
0
.7

99
 

0
.8

94
 

＋
0
.0

9
5 

地
点

4 

不
老
町

 
B

 
左

直
 

0
.3

33
 

0
.3

33
 

±
0
.0

0
0 

1
6
:4

5
～

1
7
:4

5 
右

 
0
.5

26
 

0
.9

48
 

＋
0
.4

2
2 

地
点

5 

扇
町

一
丁

目
 

D
 

左
直

 
0
.1

52
 

0
.1

69
 

＋
0
.0

1
7 

1
7
:0

0
～

1
8
:0

0 
直

 
0
.4

36
 

0
.4

76
 

＋
0
.0

4
0 

右
 

0
.3

11
 

0
.3

15
 

＋
0
.0

0
4 

地
点

6 

横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
前

 
B

 

左
 

0
.2

81
 

0
.2

81
 

±
0
.0

0
0 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 
直

 
0
.3

86
 

0
.4

07
 

±
0
.0

2
1 

右
 

0
.1

20
 

0
.1

20
 

±
0
.0

0
0 

地
点

7 

ハ
マ

ス
タ

入
口

 
B

 
左

 
0
.2

96
 

0
.4

32
 

＋
0
.1

3
6 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 
直

 
0
.5

36
 

0
.5

45
 

＋
0
.0

0
9 

※
各

交
差

点
に

お
い

て
車
線

混
雑
度
が

最
大
に

な
る
断
面

を
抜
粋

し
て

掲
載

。
 

 

【
関
連
車
両
の
走
行
に

伴
う

交
通

混
雑

】
 

①
交
差
点
需
要
率
予
測

結
果

 

表
6
.1

2-
21
 

交
差

点
需
要

率
（

関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

交
通

混
雑

）
 

交
差

点
名

 

交
差
点
需

要
率

 

ピ
ー
ク
時

間
帯

 
将

来
 

基
礎
交
通

量
 

将
来

 

交
通
量

 
限

界
需
要

率
 

増
加
量

 

①
 

②
 

 
③

=②
-①

 

地
点

1 
尾

上
町

 
0
.2

17
 

0
.2

72
 

0
.9

14
 

＋
0
.0

5
5 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 

地
点

2 
羽

衣
町

 
0
.3

75
 

0
.3

89
 

0
.8

85
 

＋
0
.0

1
4 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 

地
点

3 
関

内
駅

南
口

 
0
.1

97
 

0
.2

02
 

0
.8

14
 

＋
0
.0

0
5 

1
5
:3

0
～

1
6
:3

0 

地
点

4 
不

老
町

 
0
.3

50
 

0
.3

87
 

0
.8

90
 

＋
0
.0

3
7 

1
6
:4

5
～

1
7
:4

5 

地
点

5 
扇

町
一

丁
目

 
0
.3

45
 

0
.3

76
 

0
.8

88
 

＋
0
.0

3
1 

1
7
:0

0
～

1
8
:0

0 

地
点

6 
横

浜
ス

タ
ジ
ア
ム
前

 
0
.3

04
 

0
.3

04
 

0
.9

11
 

±
0
.0

0
0 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 

地
点

7 
ハ

マ
ス

タ
入
口

 
0
.2

48
 

0
.2

50
 

0
.8

22
 

＋
0
.0

1
2 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 

 ②
車
線
混
雑
度
予
測
結

果
 

表
6
.1

2-
22

(1
)～

(2
) 

車
線
混
雑

度
（

関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

交
通

混
雑

）（
抜

粋
）

 

交
差

点
名

 
交

差
点

 

断
面

 
流

入
車
線

 
将

来
 

基
礎
交
通

量
 

将
来
交
通

量
 

増
分

 
ピ

ー
ク
時

間
帯

 

地
点

1 

尾
上

町
 

B
 

左
直

 
0
.2

94
 

0
.4

73
 

＋
0
.1

7
9 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 
右

 
0
.1

12
 

0
.1

12
 

±
0
.0

0
0 

地
点

2 

羽
衣

町
 

B
 

左
 

0
.2

01
 

0
.2

01
 

±
0
.0

0
0 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 
直

 
0
.5

09
 

0
.5

09
 

±
0
.0

0
0 

右
 

0
.3

23
 

0
.3

23
 

±
0
.0

0
0 

地
点

3 

関
内

駅
南

口
 

B
 

左
 

0
.8

80
 

0
.8

80
 

±
0
.0

0
0 

1
5
:3

0
～

1
6
:3

0 
右

 
0
.7

99
 

0
.9

02
 

＋
0
.1

0
3 

地
点

4 

不
老

町
 

B
 

左
直

 
0
.3

33
 

0
.3

33
 

±
0
.0

0
0 

1
6
:4

5
～

1
7
:4

5 
右

 
0
.5

26
 

0
.9

85
 

＋
0
.4

5
9 

地
点

5 

扇
町

一
丁

目
 

D
 

左
直

 
0
.1

52
 

0
.1

70
 

＋
0
.0

1
8 

1
7
:0

0
～

1
8
:0

0 
直

 
0
.4

36
 

0
.4

79
 

＋
0
.0

4
3 

右
 

0
.3

11
 

0
.3

15
 

＋
0
.0

0
4 

地
点

6 

横
浜

ス
タ
ジ
ア
ム
前

 
B

 

左
 

0
.2

81
 

0
.2

81
 

±
0
.0

0
0 

1
7
:1

5
～

1
8
:1

5 
直

 
0
.3

86
 

0
.4

09
 

＋
0
.0

2
3 

右
 

0
.1

20
 

0
.1

20
 

±
0
.0

0
0 

地
点

7 

ハ
マ

ス
タ

入
口

 
B

 
左

 
0
.2

96
 

0
.4

43
 

＋
0
.1

4
7 

1
3
:3

0
～

1
4
:3

0 
直

 
0
.5

36
 

0
.5

45
 

＋
0
.0

0
9 

※
各

交
差

点
に

お
い

て
車
線

混
雑
度
が

最
大
に

な
る
断
面

を
抜
粋

し
て
掲
載

。
 

③
評
価

の
見

直
し

 

関
連

車
両
台

数
の

増
加

に
伴

い
、
交

差
点

需
要
率
、
車
線
混
雑
度
と
も
に
増
加
す
る
も
の
の
、
交
通
処
理
が
可
能
と
い

わ
れ

る
上

限
値

は
下

回
っ

て
い

る
こ

と
、
準

備
書

に
記
載

し
た

環
境

の
保

全

の
た

め
の
措

置
を

徹
底

す
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

保
全
目
標
は
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
評
価
の
内
容
に
変
更
は

あ
り

ま
せ

ん
。
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項
目

 
変

更
前

（
準

備
書

の
記

載
内

容
）

 
変

更
後

（
変

更
部

分
を

赤
文

字
で

示
す

）
 

環 境 影 響 評 価 （ 地 域 社 会 ） 

【
関
連

車
両

の
走

行
に

伴
う

交
通

混
雑

】
 

①
将
来

歩
行

者
交

通
量

（
準

備
書

p.
6
.1

2
-4

9）
 

表
6
.1

2-
25
 
将

来
歩

行
者

量
（
ピ
ー
ク

15
分
交
通
量
）

 

予
測

 

地
点

 

将
来
基
礎

ピ
ー
ク

 

1
5
分
交

通
量

 

発
生

集
中

ピ
ー

ク
 

1
5
分

交
通

量
 

将
来

ピ
ー

ク
 

1
5
分

交
通

量
 

A
 

B
 

C
=
A

+
B

 

時
間

帯
 

歩
行

者
 

自
転

車
 

歩
行

者
 

自
転

車
 

歩
行

者
 

自
転

車
 

地
点

①
 

1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
5
7
3 

3
 

2
4
2 

3
 

8
1
5 

6
 

地
点

③
 

8
:0

0
～

8:
1
5 

9
2
4 

9
 

3
9
0 

9
 

1
,3

14
 

1
8 

地
点

④
 

1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
7
9
3 

1
4 

3
3
5 

1
4 

1
,1

28
 

2
8 

地
点

⑤
 

1
7
:1

5
～

1
7
:3

0 
3
9
2 

7
 

1
6
5 

7
 

5
5
7 

1
4 

 ②
歩
行

者
サ

ー
ビ

ス
水

準
予

測
結

果
（

準
備
書

p.
6
.1

2
-5

0）
 

表
6
.1

2-
26
 
歩

行
者

サ
ー

ビ
ス

水
準

（
建

物
の
供
用
に
伴
う
歩
行
者
の
交
通
混
雑
）

 

予
測

 

地
点

 

有
効

幅
員

注
）

 

（
ｍ
）

 

将
来
ピ
ー

ク
1
5
分
歩

行
者

量
 

歩
行

者
流

量
 

（
人

/
ｍ

･
分

）
 

歩
行

者
 

サ
ー

ビ
ス

水
準

 
ピ

ー
ク

 

時
間

帯
 

歩
行

者
 

自
転

車
 

計
 

①
 

－
 

②
 

③
 

④
=②

+③
*
5 

⑤
=④

/
15

/①
 

－
 

地
点

①
 

6
.5

 
1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
8
1
5 

6
 

8
4
5 

8
.7

 
A

 

地
点

③
 

1
4
.8

 
8
:0

0
～

8:
1
5 

1
,3

14
 

1
8 

1
4
0
4 

6
.3

 
A

 

地
点

④
 

1
4
.8

 
1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
1
,1

28
 

2
8 

1
2
6
8 

5
.7

 
A

 

地
点

⑤
 

3
.6

 
1
7
:1

5
～

1
7
:3

0 
5
5
7 

1
4 

6
2
7 

1
1
.6

 
A

 

  

【
関
連
車
両
の
走
行
に

伴
う

交
通

混
雑

】
 

①
将
来
歩
行
者
交
通
量
 

表
6
.1

2-
25
 

将
来

歩
行
者

量
（

ピ
ー
ク

15
分

交
通

量
）

 

予
測

 

地
点

 

将
来
基
礎

ピ
ー
ク

 

1
5
分
交

通
量

 

発
生
集
中

ピ
ー
ク

 

1
5
分
交

通
量

 

将
来
ピ
ー

ク
 

1
5
分
交

通
量

 

A
 

B
 

C
=
A

+
B

 

時
間
帯

 
歩

行
者

 
自

転
車

 
歩

行
者

 
自

転
車

 
歩

行
者

 
自

転
車

 

地
点

①
 

1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
5
7
3 

3
 

2
7
4 

4
 

8
4
7 

7
 

地
点

③
 

8
:0

0
～

8:
1
5 

9
2
4 

9
 

4
4
1 

1
0 

1
,3

65
 

1
9 

地
点

④
 

1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
7
9
3 

1
4 

3
7
9 

1
6 

1
,1

72
 

3
0 

地
点

⑤
 

1
7
:1

5
～

1
7
:3

0 
3
9
2 

7
 

1
8
7 

8
 

5
7
9 

1
5 

 ②
歩
行
者
サ
ー
ビ
ス
水

準
予

測
結

果
 

表
6
.1

2-
26
 
歩

行
者

サ
ー

ビ
ス

水
準

（
建

物
の

供
用

に
伴

う
歩

行
者

の
交

通
混

雑
）

 

予
測

 

地
点

 

有
効

幅
員

注
）

 

（
ｍ

）
 

将
来
ピ
ー

ク
1
5
分
歩

行
者
量

 
歩

行
者
流

量
 

（
人

/
ｍ

･
分

）
 

歩
行
者

 

サ
ー
ビ
ス

水
準

 
ピ

ー
ク

 

時
間
帯

 
歩

行
者

 
自

転
車

 
計

 

①
 

－
 

②
 

③
 

④
=②

+③
*
5 

⑤
=④

/
15

/①
 

－
 

地
点

①
 

6
.5

 
1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
8
4
7 

7
 

8
8
2 

9
.0

 
A

 

地
点

③
 

1
4
.8

 
8
:0

0
～

8:
1
5 

1
,3

65
 

1
9 

1
4
6
0 

6
.6

 
A

 

地
点

④
 

1
4
.8

 
1
7
:3

0
～

1
7
:4

5 
1
,1

72
 

3
0 

1
3
2
2 

6
.0

 
A

 

地
点

⑤
 

3
.6

 
1
7
:1

5
～

1
7
:3

0 
5
7
9 

1
5 

6
5
4 

1
2
.1

 
A

 
 

③
評
価

の
見

直
し

 

各
予

測
断
面

に
お

け
る

歩
行

者
交

通
量

及
び

自
転

車
交
通
量
は
変
更
前
に
比
べ
て
増
加
す
る
も
の
の
、
歩
行
者
サ
ー
ビ

ス
水

準
は

変
更

後
に

お
い

て
も

変
更

前
と

同
様

A
と
な

る
こ

と
、

環
境

の

保
全

の
た
め

の
措

置
の

実
施

を
徹

底
す

る
こ

と
に

よ
り
、
環
境
保
全
目
標
は
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
評
価

の
内

容
に

変
更

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

 

事 後 調 査 に 関 す る 事 項 

 
 事
業

計
画

の
変
更

に
伴

い
、
予
測

条
件

が
変
更
と
な
る
環
境
影
響
項
目
に
つ
い
て
再
予
測
を
行
っ
た
結
果
、
一
部
の
項

目
で
は
定

量
的

な
予
測
結

果
が

増
加
す
る

も
の

の
、
環
境

の
保

全
の

た
め

の
措
置

の
実

施
を

徹
底

す
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

保
全
目
標
は
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
準
備
書
に
記
載
し
た
評

価
の

内
容

に
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

 
し
た

が
っ

て
、

環
境

影
響

評
価

を
踏

ま
え

た
事

後
調
査
の
実
施
に
関
す
る
事
項
（
準
備
書
第

8
章
）
に
つ
い
て
も
変
更

は
あ

り
ま

せ
ん

。
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①事業計画の変更に伴う地点 4（不老町交差点）の交通処理について 

・準備書資料編記載内容（交差点解析）の変更 

 

＜変更前（準備書の記載内容）＞ 

 資料編 p.3.8-225  

【将来交通量：平日(16：45～17：45)】地点 4 不老町 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

＜変更後＞ 

【将来交通量：平日(16：45～17：45)】地点 4 不老町 

③
長者町

 左折  直進  右折 左折･直進  直進  右折 左折･直進  左折  直進  右折 
2 1 1 1 1 1 1 1 2 1

1,800 2,000 1,800 2,000 2,000 1,800 2,000 1,800 2,000 1,800
1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 0.950 1.000 1.000
 (3.00)  (3.00)  (2.80)  (3.30)  (3.30)  (3.30)  (4.70)  (2.90)  (3.10)  (3.00)
1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
 (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)
0.955 0.972 0.981 0.985 0.986 0.927 0.995 1.000 0.980 0.980
 (6.71)  (4.06)  (2.80)  (2.13)  (1.97) (11.27)  (0.66)  (0.00)  (2.93)  (2.90)

0.906 0.882
 (12.7)  (17.2)
0.500 0.500
53 43
42 33

1.000 1.000

0.881
46

  2(52)

3,438 1,944 1,766 1,785 1,972 1,669 1,755 1,710 3,920 1,764
298 345 107 128 151 84 501 69

(26+125)
0

0.087 0.177 - 0.077 0.086 0.049 0.128 0.039 現示の需要率 交差点の需要率
**** 0.177 0.086 0.177
**** **** - ****

0.049 0.128 0.130
0.087 0.077 0.039 0.077
46 46 43
14 14 14

53 53
15 11 11

75/136 60/136 14/136 11/136 43/136 53/136 53/136 11/136
1,896 858 692 135 555 666 1,528 143
0.157 0.402 0.155 0.948 0.272 0.126 0.328 0.483
ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
63.4 43.4 55.2 37.7 31.4

N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数
※ * : 交通容量（実１時間）

※ **** : 連続現示での使用現示
※ 滞留長 N は C-g で計算のため、「改訂 平面交差の計画と設計」基礎編 第３版に準拠していません

縦断勾配による補正率     αＧ

交差点名 地点4 不老町

流入部
① ② ④

横浜港 石川町 桜木町
車線の種類
車線数
飽和交通流率の基本値     ＳＢ
車線幅員による補正率     αｗ
  （車線幅員）             ｍ

  （右折車の通過確率）     ｆ

  （縦断勾配）             ％
大型車混入による補正率   αＴ
  （大型車混入率）         ％
左折車混入による補正率 αＬＴ
  （左折率）             Ｌ％
  （歩行者による低減率） ｆｐ
  （有効青時間）           秒
  （歩行者用青時間）       秒
横断歩行者による補正率   αＬ
右折車混入による補正率 αＲＴ
  （右折率）             Ｒ％

交差点流入部の需要率       ρ 0.130

  （有効青時間）           秒
 (現示変り目のさばけ台数増分)
          ＫER：台/サイクル  
  (交差点内滞留台数)         
            Ｋ：台/サイクル  
飽和交通流率             ＳＡ

設計交通量                 ｑ
488

(31+457)
右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ

必要現示率

1φ

0.384
2φ
3φ 0.130
4φ

サイクル長(秒)
2φ

136
3φ 53

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.333

有効青時間(秒)

1φ

4φ
信号青時間比           Ｇ／Ｃ 53/136
可能交通容量             Ｃｉ 1,464

C

交通処理案のチェック         ＯＫ
滞留長               Ｌｓ(ｍ)

※ N = KER ×
3,600

交差点概略図

10.0

3.30
3.30
3.30 ② 石川町

10.0

3.40
3.00

3.00
2.80

① 横浜港

10.0

2.90
3.10
3.10
3.00④ 桜木町

10.0

4.70

③ 長者町

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

31

457

128

(3.23)

(1.97)

(11.27)

② 石川町

298

345

107
(6.71)

(4.06)

(2.80)

① 横浜港

84

501

69

(0.00)

(2.93)

(2.90)

④ 桜木町

26

125

(3.85)

(0.00)

③ 長者町

現示方式の図示

①

G:43 Y:3 AR:0

43

3

33

②

③

④

1φ ①

G:13 Y:3 AR:2

14

4

0

②

③

④

2φ ①

G:52 Y:3 AR:2

53

4

42

②

③

④

3φ ①

G:10 Y:3 AR:2

11

4

0

②

③

④

4φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=136

G=121

L=15

③
長者町

 左折  直進  右折 左折･直進  直進  右折 左折･直進  左折  直進  右折 
2 1 1 1 1 1 1 1 2 1

1,800 2,000 1,800 2,000 2,000 1,800 2,000 1,800 2,000 1,800
1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 0.950 1.000 1.000
 (3.00)  (3.00)  (2.80)  (3.30)  (3.30)  (3.30)  (4.70)  (2.90)  (3.10)  (3.00)
1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
 (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)
0.955 0.972 0.981 0.985 0.986 0.927 0.995 1.000 0.980 0.980
 (6.71)  (4.06)  (2.80)  (2.13)  (1.97) (11.27)  (0.66)  (0.00)  (2.93)  (2.90)

0.906 0.882
 (12.7)  (17.2)
0.500 0.500
53 43
42 33

1.000 1.000

0.881
46

  2(52)

3,438 1,944 1,766 1,785 1,972 1,669 1,755 1,710 3,920 1,764
298 345 107 133 151 86 504 69

(26+125)
0

0.087 0.177 - 0.080 0.086 0.050 0.129 0.039 現示の需要率 交差点の需要率
**** 0.177 0.086 0.177
**** **** - ****

0.050 0.129 0.130
0.087 0.080 0.039 0.080
46 46 43
14 14 14

53 53
15 11 11

75/136 60/136 14/136 11/136 43/136 53/136 53/136 11/136
1,896 858 692 135 555 666 1,528 143
0.157 0.402 0.155 0.985 0.272 0.129 0.330 0.483
ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
63.4 43.4 56.7 38.6 31.4

N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数
※ * : 交通容量（実１時間）

※ **** : 連続現示での使用現示
※ 滞留長 N は C-g で計算のため、「改訂 平面交差の計画と設計」基礎編 第３版に準拠していません

縦断勾配による補正率     αＧ

交差点名 地点4 不老町

流入部
① ② ④

横浜港 石川町 桜木町
車線の種類
車線数
飽和交通流率の基本値     ＳＢ
車線幅員による補正率     αｗ
  （車線幅員）             ｍ

  （右折車の通過確率）     ｆ

  （縦断勾配）             ％
大型車混入による補正率   αＴ
  （大型車混入率）         ％
左折車混入による補正率 αＬＴ
  （左折率）             Ｌ％
  （歩行者による低減率） ｆｐ
  （有効青時間）           秒
  （歩行者用青時間）       秒
横断歩行者による補正率   αＬ
右折車混入による補正率 αＲＴ
  （右折率）             Ｒ％

交差点流入部の需要率       ρ 0.130

  （有効青時間）           秒
 (現示変り目のさばけ台数増分)
          ＫER：台/サイクル  
  (交差点内滞留台数)         
            Ｋ：台/サイクル  
飽和交通流率             ＳＡ

設計交通量                 ｑ
488

(31+457)
右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ

必要現示率

1φ

0.387
2φ
3φ 0.130
4φ

サイクル長(秒)
2φ

136
3φ 53

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.333

有効青時間(秒)

1φ

4φ
信号青時間比           Ｇ／Ｃ 53/136
可能交通容量             Ｃｉ 1,464

C

交通処理案のチェック         ＯＫ
滞留長               Ｌｓ(ｍ)

※ N = KER ×
3,600

交差点概略図

10.0

3.30
3.30
3.30 ② 石川町

10.0

3.40
3.00

3.00
2.80

① 横浜港

10.0

2.90
3.10
3.10
3.00④ 桜木町

10.0

4.70

③ 長者町

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

31

457

133

(3.23)

(1.97)

(11.27)

② 石川町

298

345

107
(6.71)

(4.06)

(2.80)

① 横浜港

86

504

69

(0.00)

(2.93)

(2.90)

④ 桜木町

26

125

(3.85)

(0.00)

③ 長者町

現示方式の図示

①

G:43 Y:3 AR:0

43

3

33

②

③

④

1φ ①

G:13 Y:3 AR:2

14

4

0

②

③

④

2φ ①

G:52 Y:3 AR:2

53

4

42

②

③

④

3φ ①

G:10 Y:3 AR:2

11

4

0

②

③

④

4φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=136

G=121

L=15
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。
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。
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。

 

・
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図
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算
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果
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で
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り
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路
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び
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議
に
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定
し
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す
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【参考】地点 5（扇町一丁目交差点）の交差点解析結果 

＜変更前（準備書の記載内容）＞ 

 資料編 p.3.8-226  

【将来交通量：平日(17：00～18：00)】地点 5 扇町一丁目 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＜変更後＞ 

【将来交通量：平日(17：00～18：00)】地点 5 扇町一丁目 

左折･直進  直進  右折 左折･直進  直進 左折･直進  直進  右折  左折  直進  右折 
1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1

2,000 2,000 1,800 2,000 2,000 2,000 2,000 1,800 1,800 2,000 1,800
1.000 0.950 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
 (3.10)  (2.90)  (2.90)  (3.20)  (3.30)  (3.00)  (3.10)  (2.90)  (3.30)  (3.30)  (3.30)
1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
 (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)
0.973 0.979 0.975 0.972 0.974 0.981 0.977 0.946 0.973 0.964 0.983
 (3.97)  (3.00)  (3.60)  (4.19)  (3.80)  (2.74)  (3.40)  (8.20)  (3.90)  (5.30)  (2.40)
0.948 0.936 0.888
 (22.1)  (29.9)  (50.7)
0.150 0.150 0.150
62 35 62
51 24 51

1.000

0.563 0.631 0.792
62 62 38

  2(53)   2(53)   2(53)

1,845 1,860 1,755 1,820 1,948 1,742 1,954 1,703 3,502 1,928 1,769
225 61 287 329 165

0 0 0
- - 0.082 0.171 - 現示の需要率 交差点の需要率

0.203
- - 0.000

**** **** 0.082 ****
**** 0.171 0.171
**** **** - ****

1 1
13 13 17

38 38
10 10 10

14/134 14/134 65/134 48/134 10/134
607 658 1,699 691 523
0.371 0.093 0.169 0.476 0.315
ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
76.0 28.9 59.3 61.1

N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数
※ * : 交通容量（実１時間）

※ **** : 連続現示での使用現示
※ 滞留長 N は C-g で計算のため、「改訂 平面交差の計画と設計」基礎編 第３版に準拠していません

桜木町
車線の種類
車線数
飽和交通流率の基本値     ＳＢ
車線幅員による補正率     αｗ
  （車線幅員）             ｍ

交差点名 地点5 扇町一丁目

流入部
① ② ③ ④

横浜港 石川町 浦舟町

  （歩行者による低減率） ｆｐ
  （有効青時間）           秒
  （歩行者用青時間）       秒
横断歩行者による補正率   αＬ
右折車混入による補正率 αＲＴ
  （右折率）             Ｒ％

縦断勾配による補正率     αＧ
  （縦断勾配）             ％
大型車混入による補正率   αＴ
  （大型車混入率）         ％
左折車混入による補正率 αＬＴ
  （左折率）             Ｌ％

飽和交通流率             ＳＡ

設計交通量                 ｑ
489 261 749

(54+435) (39+222) (190+559)

  （右折車の通過確率）     ｆ
  （有効青時間）           秒
 (現示変り目のさばけ台数増分)
          ＫER：台/サイクル  
  (交差点内滞留台数)         
            Ｋ：台/サイクル  

0.374
2φ

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ
交差点流入部の需要率       ρ 0.132 0.069 0.203

3φ
4φ 0.069

必要現示率

1φ 0.132 0.203

5φ

有効青時間(秒)

1φ 62 62

4φ 35
5φ

サイクル長(秒)
2φ

134
3φ

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.285 0.265 0.438
交通処理案のチェック         ＯＫ ＯＫ ＯＫ

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 62/134 35/134 62/134
可能交通容量             Ｃｉ 1,714 984 1,710

C

滞留長               Ｌｓ(ｍ)

※ N = KER ×
3,600

交差点概略図

10.0

3.20
3.30 ② 石川町

10.0

3.10
2.90

2.90

① 横浜港

10.0

3.20
3.30
3.30
3.30④ 桜木町

10.0

3.00
3.10
2.90

③ 浦舟町

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

39

222

(5.10)

(3.80) ② 石川町

54

435

225
(7.40)

(3.00)

(3.60)

① 横浜港

287

329

165

(3.90)

(5.30)

(2.40)

④ 桜木町

190

559

61
(2.10)

(3.40)

(8.20)

③ 浦舟町

現示方式の図示

①

G:61 Y:3 AR:0

62

2

51

②

③

④

1φ ①

G:1 Y:0 AR:0

-1

2

0

②

③

④

2φ ①

G:12 Y:3 AR:2

13

4

0

②

③

④

3φ ①

G:35 Y:3 AR:0

35

3

24

②

③

④

4φ

①

G:9 Y:3 AR:2

10

4

0

②

③

④

5φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=134

G=119

L=15

左折･直進  直進  右折 左折･直進  直進 左折･直進  直進  右折  左折  直進  右折 
1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1

2,000 2,000 1,800 2,000 2,000 2,000 2,000 1,800 1,800 2,000 1,800
1.000 0.950 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000

 (3.10)  (2.90)  (2.90)  (3.20)  (3.30)  (3.00)  (3.10)  (2.90)  (3.30)  (3.30)  (3.30)
1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000

 (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)  (0.00)
0.973 0.979 0.975 0.972 0.974 0.981 0.977 0.946 0.973 0.964 0.983

 (3.97)  (3.00)  (3.60)  (4.19)  (3.80)  (2.73)  (3.40)  (8.20)  (3.90)  (5.30)  (2.40)
0.948 0.936 0.886

 (22.1)  (29.8)  (51.5)
0.150 0.150 0.150
62 35 62
51 24 51

1.000

0.563 0.631 0.792
62 62 38

  2(53)   2(53)   2(53)

1,845 1,860 1,755 1,820 1,948 1,738 1,954 1,703 3,502 1,928 1,769
225 61 288 331 165

0 0 0
- - 0.082 0.172 - 現示の需要率 交差点の需要率

0.204
- - 0.000

**** **** 0.082 ****
**** 0.172 0.172
**** **** - ****

1 1
13 13 17

38 38
10 10 10

14/134 14/134 65/134 48/134 10/134
607 658 1,699 691 523

0.371 0.093 0.170 0.479 0.315
ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ ＯＫ
76.0 28.9 59.5 61.1

N : １時間で右折車が交差点内に滞留する台数
※ * : 交通容量（実１時間）

※ **** : 連続現示での使用現示
※ 滞留長 N は C-g で計算のため、「改訂 平面交差の計画と設計」基礎編 第３版に準拠していません

C

滞留長               Ｌｓ(ｍ)

※ N = KER ×
3,600

交通容量比           ｑ／Ｃｉ 0.285 0.266 0.441
交通処理案のチェック         ＯＫ ＯＫ ＯＫ

信号青時間比           Ｇ／Ｃ 62/134 35/134 62/134
可能交通容量             Ｃｉ 1,714 984 1,708

サイクル長(秒)
2φ

134
3φ

0.204

5φ

有効青時間(秒)

1φ 62 62

4φ 35
5φ

0.376
2φ

右折補正交通量       ｑＲ－Ｎ
交差点流入部の需要率       ρ 0.132 0.070 0.204

3φ
4φ 0.070

必要現示率

1φ 0.132

飽和交通流率             ＳＡ

設計交通量                 ｑ
489 262 753

(54+435) (39+223) (194+559)

  （右折車の通過確率）     ｆ
  （有効青時間）           秒
 (現示変り目のさばけ台数増分)
          ＫER：台/サイクル  
  (交差点内滞留台数)         
            Ｋ：台/サイクル  

  （歩行者による低減率） ｆｐ
  （有効青時間）           秒
  （歩行者用青時間）       秒
横断歩行者による補正率   αＬ
右折車混入による補正率 αＲＴ
  （右折率）             Ｒ％

縦断勾配による補正率     αＧ
  （縦断勾配）             ％
大型車混入による補正率   αＴ
  （大型車混入率）         ％
左折車混入による補正率 αＬＴ
  （左折率）             Ｌ％

桜木町
車線の種類
車線数
飽和交通流率の基本値     ＳＢ
車線幅員による補正率     αｗ
  （車線幅員）             ｍ

交差点名 地点5 扇町一丁目

流入部
① ② ③ ④

横浜港 石川町 浦舟町

交差点概略図

10.0

3.20
3.30 ② 石川町

10.0

3.10
2.90

2.90

① 横浜港

10.0

3.20
3.30
3.30
3.30④ 桜木町

10.0

3.00
3.10
2.90

③ 浦舟町

交通量図

上段：方向別合計交通量[台/時]
下段：(大型車混入率)[％]

39

223

(5.10)

(3.80) ② 石川町

54

435

225
(7.40)

(3.00)

(3.60)

① 横浜港

288

331

165

(3.90)

(5.30)

(2.40)

④ 桜木町

194

559

61
(2.10)

(3.40)

(8.20)

③ 浦舟町

現示方式の図示

①

G:61 Y:3 AR:0

62

2

51

②

③

④

1φ ①

G:1 Y:0 AR:0

-1

2

0

②

③

④

2φ ①

G:12 Y:3 AR:2

13

4

0

②

③

④

3φ ①

G:35 Y:3 AR:0

35

3

24

②

③

④

4φ

①

G:9 Y:3 AR:2

10

4

0

②

③

④

5φ

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

現示

表示時間

有効青時間

損失時間

歩行者青時間

C=134

G=119

L=15
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第 11 章 方法市長意見書等を総合的に検討して 

方法書の内容を変更した事項 





第 11 章 方法市長意見書等を総合的に検討して方法書の内容を変更した事項 

令和 2 年 4 月に提出した方法書に対する方法市長意見書等を総合的に検討し、方法書の内

容を変更した事項は、表 11-1 に示すとおりです。 

表 11-1 方法書の内容を変更した事項 

方法書の 

項目 

方法書からの 

変更点 
準備書及び評価書での記載概要 

準備書 

該当ページ 

対象事業の 

計画内容 

対象事業の目的 

及び必要性 

「関内駅周辺地区エリアコンセプトプラン」及

び「横浜市都市計画マスタープラン・中区プラン 

中区まちづくり方針」と本事業のコンセプトの関

係を整理して示しました。 

ｐ.2-6 

対象事業実施区域の

位置及び面積等 

事業計画の進捗に伴い、以下のとおり変更しま

した。 

・建築物の高さ 約 180m から約 170m

・地上階数 34 階から 33 階 

・関連車両出入口の数、位置

p.2-7

施設配置図、 

施設断面図 

p.2-11～p.2-

13 

施設配置計画 
方法書に対する意見等を踏まえ、広場空間のあ

り方の検討について加筆しました。 
p.2-9

交通計画 
用途別延べ面積の配分変更に伴い、発生集中交

通量を見直しました。 
p.2-14

歩行者動線図 計画建築物の主な出入口を変更しました。 p.2-17

熱源計画 
現時点で計画している熱源施設の設置位置及

び台数等を加筆しました。 
p.2-18

防災等に関する計画 
方法書に対する意見等を踏まえ、ウイルス感染

症発生時の対応について加筆しました。 
ｐ.2-19 

緑の保全と創造 

「関内フロント」の駅前広場において、既存樹

木（クスノキ）をシンボルツリーとして、また、

くすのきモール北側及び海側ゲート広場の境界

に接して植栽されている街路樹を既存樹木とし

て保存する計画とすることを記載しました。 

p.2-21

対象事業実施区域内の植栽予定樹種を記載し

ました。 
p.2-22

対象事業で計画している緑化率を 5.0％から

7.5％へ変更しました。 
p.2-23

緑化計画図を掲載しました。 p.2-24

施行計画 
工事中の環境対策、事故防止等の安全対策及び

仮設配置図を記載しました。 

p.2-27、

p.2-28、

p.2-30
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■横浜市環境影響評価条例施行規則第 40 条に基づく、「事業内容の軽微な修正」について 

本事業は、その事業の諸元（延べ面積及び建物高さ）から、横浜市環境影響評価条例第

2 条第 2 号に定められる「高層建築物の建設」の「第 1 分類事業」に該当しています。 

また、同条例第 39 条第 1 項では、「市長に方法書を提出してから対象事業に係る工事を

完了した旨を市長に届け出るまでの間に、対象事業の名称、種類及び規模並びに対象事業

実施区域、対象事業の目的及び内容を修正しようとする場合は、その修正を行う旨を市長

に届け出なければならない。ただし、当該修正が軽微な場合は、この限りでない」旨が規

定されています。 

事業の諸元の修正は、表 11-2 に示すとおり、方法書と比較して、それぞれ 10 パーセン

ト以上増加しない修正となっています。 

 

○横浜市環境影響評価条例施行規則の抜粋 

 (事業内容の軽微な修正) 

第 40 条 条例第 39 条第 1 項ただし書に規定する対象事業の修正が軽微な場合は、次に掲

げるとおりとする。 

(1) 対象事業の名称の変更 

(2) 事業規模の縮小 

(3) 別表第 3 の対象事業の種類の欄に掲げる事業の種類ごとにそれぞれ同表の事業の諸

元の欄に掲げる事項の修正であって、同表の手続を経ることを要しない修正の要件

の欄に掲げる要件に該当するもの(環境影響が相当な程度を超えて増加するおそれ

があると認めるべき特別の事情があるものを除く。) 

(4) 別表第 3 の対象事業の種類の欄に掲げる事業の種類ごとにそれぞれ同表の事業の諸

元の欄に掲げる事項以外の修正 

(5) 前各号に掲げるもののほか、環境への負荷の低減を目的とする修正 
 

別表第 3（第 40 条）軽微な修正（抜粋） 

対象事業の種

類 
事業の諸元 手続を経ることを要しない修正の要件 

10 高層建築物 

の建設 

建築物の高さ 建築物の高さが 10 パーセント以上増加しないこと。 

延べ面積 延べ面積が 10 パーセント以上増加しないこと。 

対象事業実施区域 

の位置 

新たに対象事業実施区域となる部分の面積が修正前

の対象事業実施区域の面積の 10 パーセント未満であ

ること。 
 

 

表 11-2 事業の諸元の比較 

事業の諸元 方法書 準備書及び評価書 
手続を経ることを要しない

修正の要件 

該当／ 

非該当 

建築物の高さ 約 170ｍ 変更なし 
建築物の高さが 10 パーセン

ト以上増加しないこと。 

非該当 

延べ面積 約 130,200 ㎡ 変更なし 
延べ面積が 10 パーセント以

上増加しないこと。 

非該当 

対象事業実施

区域の位置 

横浜市中区 

港町 1 丁目 

1 番地 

変更なし 

新たに対象事業実施区域と

なる部分の面積が修正前の

対象事業実施区域の面積の

10 パーセント未満であるこ

と。 

非該当 
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第 12 章 方法書に対する意見、見解等 





第 12 章 方法書に対する意見、見解等 

12.1 説明会の開催状況、質疑、意見の概要及び事業者の見解 

1 方法書説明会の開催状況 

方法書説明会は表 12.1-1 に示す日時で計 2 回開催しました。 

表 12.1-1 方法書説明会の開催結果 

回 開催日時 会場 
参加人数 

(無記名者含む) 

第 1 回 
令和 2 年 6 月 12 日(金) 

19:00～20:05 横浜市技能文化会館 

2 階 多目的ホール 

（横浜市中区万代町 2 丁目 4 番地 7） 

47 名 

第 2 回 
令和 2 年 6 月 13 日(土) 

10:00～10:50 
23 名 

合計 70 名 

12‐1



2 方法書説明会における質疑、意見の概要及び事業者の見解 

 各開催日の意見の概要と事業者の見解は、表 12.1-2(1)～(2)及び表 12.1-3 に示すとおりで

す。なお、整理にあたっては、発言順ではなく、項目別としています。 

表 12.1-2(1) 説明会（第 1 回）における意見の概要 

項目 説明会における意見の概要 事業者の見解 

事
業
計
画

【バス停の移設について】 

現在の市庁舎前のバス停につ

いて、移設の可能性はあるのか。 

バス停の移設については、今後の検討・関係機関との協議

事項となりますので、現時点ではお答えできないことをご理

解ください。 

【施設の内容について】 

昨年 9 月の関内ホールでの説

明会で、入居テナントの内容を

聞いたが、その後、新型コロナウ

イルス感染症の拡大で社会情勢

が変わってしまった。 

そのような状況下で、事業計

画の見直しは検討されているの

か。 

コロナ危機について、今後入居テナントや事業計画等丁寧

に検討していきたいと考えていますが、現時点でどのように

変わるかはまだ言い切れません。計画建築物の竣工自体、5 年

後を予定している事業であり、施設の内容の詳細等は、ご指

摘の新型コロナウイルスによる影響も含めて、色々な観点か

ら検討を進めています。 

観光・集客施設について、どの

ようなものが入るのか、具体的

に決まっているものがあれば教

えてほしい。 

事業者の提案としてはホテルのほか、LVA 棟にはライブ

ビューイングアリーナを設置し、広場とつなぐ新しい賑わい

の空間を創出したいと考えています。 

また、交通結節拠点として、現時点では羽田空港との直結

バス等の運行を検討しています。 

タワー棟の中には、VR 技術等を用いて楽しみながら学べ

るエデュテイメント施設を設置することも計画しています。 

その他のコンテンツも取り入れて、地域に貢献していきた

いと考えています。 

【市庁舎の遺構の保存】 

今後の調査等で遺構等が確認

された場合、保全・保存について

はどう考えているのか。横浜公

園側（横浜スタジアム）にある遺

構の今後も含めて教えてほし

い。 

市庁舎敷地内の遺構については、実際にどういうものが出

てくるのか調査をするかどうか、横浜市と協議していきま

す。遺構が確認された場合の保全・保存の考え方についても、

保存すべきかどうかという観点も含めて、事業者と横浜市で

丁寧に協議していきます。 

【地域への貢献】 

計画建築物や対象事業実施区

域の敷地内は、公開空地や津波

避難施設の指定を受けるなど、

地域と共存・共栄していく考え

はあるのか。 

対象事業で整備する広場は、地域の皆様と話をさせていた

だきながら、イベントを行うなどの利活用により賑わいの創

出を目指したいと考えています。 

また、現市庁舎の建物が津波避難施設に指定されているこ

とも踏まえて、対象事業の計画建築物や広場空間について

も、有事の際には地域の皆様へ開放して、安全をご提供して

いくというのが事業者の信念です。 
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表 12.1-2(2) 説明会（第 1 回）における意見の概要 

項目 説明会における意見の概要 事業者の見解 

事
業
計
画 

【敷地所有者について】 

 対象事業実施区域の所有者は

どうなるのか。 

 

市庁舎街区の土地は、今後も横浜市が所有します。 

事業者は横浜市から土地を借用して対象事業を実施する

ことになります。現時点では定期借地権の期間として 70 年

間を提案しています。 

【くすのきモールについて】 

くすのきモールの完成イメー

ジを今わかっている範囲で知り

たい。 

 

現在のくすのき広場は、緑の軸線として重要な場所とし

て、他の建物への動線を繋ぐ歩行者動線ということをコンセ

プトに、新しい「くすのきモール」として生まれ変わらせた

いと考えています。回遊動線や地域を繋ぐ広場としての機能

を残しながら、一部に建物を建てて商業施設を入れて広場を

活性化させたいと考えています。 

施
工
計
画 

工事中に歩行者用の通路は確

保されるのか。 

施工業者及び施工計画の詳細は今後決まっていくことに

なりますので、準備書段階で工事用車両の台数等、本日より

も詳しい内容をご説明できると考えています。 

周辺の皆様へご迷惑がかからないような施工とするよう

要請していきます。 

環
境
影
響
評
価 

【景観】 

 私が居住しているマンション

からの眺望について、どのよう

に変化するのか、どうすれば知

ることができるのか。 

現在は天気が良い日に富士山が

見えるが、対象事業のタワー棟

の建設により、その眺望が遮ら

れないか懸念している。 

 

環境アセスメントでの景観の調査・予測地点については、

一般の方が多く利用される場所という観点から選定してお

り、個人宅を個別に取り上げて予測する対応は難しいという

ことをご理解いただきたいと思います。 

方法書で示した調査地点の中でお住まいに近い地点があ

れば、準備書でお示しする予測結果からある程度ご自宅から

の眺望の変化を想定していただくことはできるのではない

かと考えます。 

そ
の
他 

【今後の説明会について】 

 今後も今回のような説明会は

開催されるのか。 

 

環境影響評価手続では、準備書の公告・縦覧時に同様の説

明会を開催します。 

また、工事着手にあたっては工事説明会を開催し、詳しい

施工計画等をご説明できる見込みです。 
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表 12.1-3 説明会（第 2 回）における意見の概要 

項目 説明会における意見の概要 事業者の見解 

事
業
計
画 

【計画建築物】 

観光客から計画建築物（特に

タワー棟）がどのように見える

のか、外観や形状が重要だと思

うので、しっかりシミュレー

ションして検討していただきた

い。 

 

対象事業実施区域における事業内容として、横浜市からの

要望として「観光・集客」と「国際的な産学連携」という実

施方針があり、対象事業の計画建築物が観光という観点でど

う見えるかということも重視されています。 

村野藤吾氏の作品である現市庁舎の行政棟に、シンボル性

のある建物としてタワー棟を計画していきますが、タワー棟

については、観光客から見てまた来たくなるようなデザイン

性を持った建物となるように取り組んでいきたいと考えて

います。 

【歩行者の増加について】 

将来的に人の流れが増加する

ことについて、関東学院大学や

横浜市文化体育館との関係も含

めてJRや市営地下鉄とは協議し

ているのか。 

 

歩行者の増加による交通機関への影響については、事業者

単独ではなく、横浜市が地区全体の影響として関係機関（こ

こではJR東日本）と協議しています。本日のご質問は横浜市

に伝えていきます。 

なお、令和2年1月15日に、横浜市が地区計画に関する説明

会を開催しており、その時の類似質問に対して当時の横浜市

は『JR関内駅については、北口はバリアフリーを行い、広場

空間を形成中である。南口は改良の調査を進めている。今後

JR 東日本と検討していく。市営地下鉄とJRを直結する計画は

ない。今後、B地区再開発事業等にて検討してく予定。』と回

答していました。 

環
境
影
響
評
価 

【景観】 

調査地点を多数選定している

が、観光客から計画建築物がど

のように見えるのかという観点

で考慮してほしい。 

 

景観の調査地点については、一般の方の利用ということを

考えて、その場所から見た景観がどのようになるのかという

ことを考慮して選定しています。 

【地域社会】 

対象事業実施区域周辺では、

今後、関東学院大学や横浜市文

化体育館の供用による人の流れ

の大きな変化が予想される。 

対象事業の供用後の予測で

は、それらの他事業による影響

をどう考えているのか。 

 

対象事業以外の周辺事業については、準備書作成段階で、

予測条件として使用できる情報が公表されていれば、反映し

ていきます。 

準備書作成と他事業の情報公開の時期が合わず、予測条件

に反映できなかったとしても、供用後に事後調査にて検証し

ていくことは可能です。 
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12.2 方法書に対する意見書の概要及び事業者の見解 

横浜市環境影響評価条例に基づき、「横浜市現市庁舎街区活用事業 環境影響評価方法書」

に対し、3 通の意見書（延べ意見数 3 件）が提出されました。意見書の内容と意見数は、表

12.2-1 に示す通りです。 

意見書の内容と事業者の見解は、表 12.2-2(1)～(2)に示すとおりです。なお、整理にあたっ

ては、項目別としています。 

 

表 12.2-1 意見書の内容と意見数 

意見項目 意見数 

事業計画 

施工計画について 

3 件 

1 件 

感染症対策について 1 件 

施設計画及び運用について 1 件 

合計 3 件（3 通） 

 

表 12.2-2(1) 意見書の内容と事業者の見解 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

施
工
計
画
に
つ
い
て 

方法書 p.25図 2.7-1工事用車両の主な走行

ルート図では、「関内駅南口」を通る市道 82

号線を工事用車両ルートとしているが、以

下の理由により市道 82 号線は工事用車両

ルート（桜木町方面からの搬入・搬出ルー

ト）として不適切であり、見直すべきであ

る。 

＜理由＞ 

・現状でも駅南口タクシーロータリー付近

は狭く、イベント開催時等は大混雑す

る。 

・2022 年 3 月に関東学院大学新キャンパス

開校予定（学生数 2500 人）であり、駅南

口利用者の大幅な増大が見込まれるこ

とから、工事用車両通行に伴う交通事故

等の危険度増大も確実。 

・上記の指摘になんらかの方法により対処

できるとするならば、関東学院新キャン

パス開校時における、駅南口タクシー

ロータリー付近の人流の定量的な予測

結果を提示していただきたい。（例：人流

シミュレーション結果など） 

市道伊勢佐木町第 82 号線を走行する工

事用車両台数は、一般の自動車交通量に比

べて少なく、交通安全に著しい影響を与え

ることはないと考えております。 

ご指摘の交差点は信号で管理されてお

り、工事用車両の運転者に安全運転を徹底

することで工事中においても、歩行者の安

全は確保されるものと考えます。 

また、工事にあたっては、イベント開催

時等の歩行者量の変動にも留意しながら、

十分な安全対策を講じていきます。 

なお、当該道路を含めた主要な工事用車

両走行ルートにおける工事用車両台数に

ついては、準備書において予測条件として

記載いたします。 
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表 12.2-2(2) 意見書の内容と事業者の見解 

項目 意見書の内容 事業者の見解 

事
業
計
画 

感
染
症
対
策
に
つ
い
て 

本方法書はビフォーコロナ時代に作成さ

れましたが、本事業が完成し稼働する時代

はポストコロナ時代であり、環境アセスメ

ント実施にあたってはポストコロナ時代

を見据える必要があると考えます。具体的

には、「著しい環境側面」に新型コロナウイ

ルスなど感染症対応を必ず盛り込むべき

と考えます。感染症拡大防止（３密エリア

を作らない対策など）および当該建物がク

ラスター源になったときの医療提供体制

など、関内地区がより過密環境になるリス

クについての十分なアセスメントが必要

と考えます。市民の健康・いのちを守り、

安心を確保するため、ニューノーマルに即

した環境アセスメントを方法論から抜本

的に検討下さい。 

本事業の計画建築物の竣工は5年後を予

定しており、施設の内容の詳細等の事業計

画は、新型コロナウイルス感染症対策も含

めて、色々な観点から検討を進めていま

す。 

対象事業実施区域内には広場空間を多

く配置する計画としており、密閉されない

オープンな空間等、感染症対策を踏まえた

様々な賑わいのあり方を検討しています。

ウイルス感染が関内・関外地区で発生した

時も、地域の保健所と連携し、広場に医療

関係者が使っていただけるような、仮設建

築物の構築等への協力を検討します。 

本事業に係る環境影響評価は、横浜市環

境影響評価条例、同施行規則及び横浜市環

境影響評価技術指針を踏まえて適切に実

施していきます。 

施
設
計
画
及
び
運
用
に
つ
い
て 

行政棟 

⇒老人ホーム（ホテル、感染症病棟の兼用

構造にする） 

子供等あそびに来る時のホテルある、孫

とあそびできる、知識を生かせる、病院

が近い、場所が良い、後輩達あそびに来

る 

LVA棟 

⇒保育施設、老人ホームの家族ゆう先 

おじいさんとあそべる 

診療所、老人ホーム、保育施設 

安定収入 

タワー棟 

⇒①外観：行政棟や赤レンガや合同庁舎な

どと相応しい景観 

 ②教室：老人達の知恵を生かせる場所 

 ③ホテル：感染症用、避難所にも 

計画建築物完成後の施設用途について

は、市庁舎移転後の関内・関外地区の賑わ

い創出を図るための公募型プロポーザル

により、令和元年9月に、複合施設（業務施

設、教育施設、観光・集客施設、商業施設、

宿泊施設等）の新設提案が採用され、確定

しております。 

そのため、福祉施設の整備は予定してお

りませんが、建築物の仕様については、「高

齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律」や「横浜市福祉のまちづくり

条例」に基づき、障害者や高齢者の皆様が

安心してご利用いただいける施設となる

よう十分配慮していきたいと考えていま

す。 

また、本事業では、街並みと調和した賑

わいの源泉となる新たなシンボルとなる

ような景観形成が横浜市の上位計画で求

められています。タワー棟の外観について

は、この要請を踏まえ、歴史的・景観的価

値を有した行政棟とともに、地域の景観形

成に寄与していきたいと考えています。 

さらに、有事の際の避難所ですが、施設

の一部を一次待機場所として活用してい

く方針で検討を進めています。引き続き、

地域住民の皆さまのご理解をいただける

施設となるよう検討を進めていきます。 
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12.3 方法市長意見書に記載された市長の意見及び事業者の見解 

本事業の方法書に対し、横浜市環境影響評価条例第 21 条第 1 項に規定する環境の保全の見

地からの方法市長意見書の送付を令和 2 年 8 月 3 日に受けました。 

方法市長意見書の縦覧期間、縦覧対象区及び縦覧場所は、表 10.3-1 に示すとおりです。ま

た、方法市長意見及び事業者の見解は、表 10.3-2(1)～(2)に示すとおりです。 

 

表 12.3-1 方法市長意見書の縦覧期間及び縦覧場所 

縦覧期間 令和 2 年 8 月 25 日～令和 2 年 9 月 23 日（30 日間） 

縦覧対象区 中区、西区 

縦覧場所 環境創造局 環境影響評価課 

中区役所 区政推進課 企画調整係 

西区役所 区政推進課 広報相談係 

 

表 12.3-2(1) 方法市長意見の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

１ 

事
業
計
画 

(1) 事業計画につい

て 

コンセプトプランや実施方針等

の市の上位計画を踏まえ、具体的な

整備内容やこれら上位計画に寄与

する部分等を準備書に明瞭に記載

すること。 

また、地域と環境への貢献につい

て準備書に記載すること。 

実施方針を踏まえて策定されたコ

ンセプトプランならびに中区まちづ

くり方針に記載された内容と、対象事

業のコンセプトの対応関係を本書の

p.2-6に、施設配置計画及び施設利用

計画と事業コンセプトの関連をp.2-8

～p.2-9に記載しました。 

地域への貢献として、広場空間を多

く配置する（p.2-9参照）、施設の一部

を災害時の一時待機場所として活用

するため、災害に強いインフラを整備

する（p.2-19参照）計画としています。 

環境への貢献として、植栽予定樹種

の選定にあたってはできる限り郷土

種を採用していくほか、生物多様性の

観点から、単一種や同一規格による大

規模な植栽を避けつつ、もともと地域

に生息している鳥や蝶等の生き物を

誘う誘鳥木や食草の配植に配慮して、

鳥類の餌の供給源となるヤブツバキ、

モチノキ、マサキ等やアオスジアゲハ

の幼虫の餌となるクスノキ、タブノキ

等の植栽を計画していきます（p.2-

21、p.6.2-23～ｐ.6.2-24参照）。 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(1) 

工
事
中 

ア 地盤 周辺に地盤沈下が生じないよう

に、地盤の確認及び対策を検討する

こと。 

地盤については既存資料を収集・整

理して状況を把握しました（p.資3.5-

1～p.資3.5-16参照）。また、今後、対

象事業実施区域内でボーリング調査

を改めて実施し、地盤の状況を確認し

たうえで工法を確定し、対策を検討し

ます。 

イ 風害 突風等により周辺に悪影響が出

ないよう適切な養生等を行うこと。 

工事中においては部材、建設発生土

等の飛散が生じないよう適切な養生

を行います。 
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表 12.3-2(2) 方法市長意見の内容及び事業者の見解 

項目 意見の内容 事業者の見解 

２ 

環
境
影
響
評
価
項
目 

(1) 

工
事
中 

ウ 地域社会 ａ 工事用車両の想定台数及

び走行ルートを明らかにす

ると共に、歩行者の安全を第

一に考慮し、適切な予測、評

価、環境保全措置等を準備書

に記載すること。 

工事用車両の想定台数については、最大

で小型車24台/日・片道、大型車238台/日・

片道と想定しています（p.資1-7参照）。 

走行ルートは、準備書p.2-29に示したと

おりです。 

これを工事用車両の走行に伴う環境影

響の予測条件とし、歩行者の安全を考慮し

た環境保全措置等を検討したうえで、予測

及び評価を行いました（ p.6.12-33 ～

ｐ.6.12-38参照）。 

ｂ 横浜スタジアムの最大集

客人数を考慮して歩行者混

雑について検討し、準備書に

記載すること。 

横浜スタジアムのプロ野球開催時にお

ける歩行者混雑について検討し、「6.12 地

域社会（交通混雑・歩行者の安全）」にその

内容を記載しました。 

(2) 

供
用
後 

ア 生物多様性 生物、生態系について、周辺

市街地に生息・生育する一般的

な種を確認のうえ、緑化計画等

と合わせて検討し、準備書に記

載すること。 

生物、生態系について現地調査を実施

し、対象事業実施区域及びその周辺におい

て生息する一般的な動物種を確認しまし

た。 

調査結果及び対象事業の緑化計画（植栽

予定樹種）を踏まえて、建物の供用後にお

ける動物の生息環境について定性的に予

測及び評価し、「6.2 生物多様性（動物）」

に記載しました。 

イ 大気質 予測、評価する際には周辺建

築物を考慮するように努める

こと。 

周辺建築物について情報収集に努めま

したが、対象事業の工事中及び供用後にお

いて新たに影響を与える排出源は確認さ

れませんでした。 

また、予測及び評価の結果については

「6.4 大気質」に示したとおり、環境保全

目標を下回っていること、特に供用後にお

いて対象事業による影響濃度はバックグ

ラウンド濃度に比べて1%未満であること

から、対象事業実施区域周辺の建築物の密

集による拡散濃度増加の可能性を考慮し

ても、評価の結果は変わらないと考えま

す。 

ウ 地域社会 ａ 横浜スタジアムと LVA 棟

の最大集客人数を考慮して

歩行者混雑について検討し、

準備書に記載すること。 

計画建築物の利用者数は、LVA棟の用途

を考慮して設定しました（資料編（p.資1-

9）参照）。 

また、横浜スタジアムのプロ野球開催時

における歩行者混雑について検討し、

「6.12 地域社会（交通混雑・歩行者の安

全）」にその内容を記載しました。 

ｂ 快適で安全な広場空間形

成のため、滞留者を想定した

対策及び運用等を検討し、準

備書に記載すること。 

関内フロント、くすのきモール等の広場

空間や計画建築物(行政棟)東側1階レベル

の外周に整備する歩道状空地については、

想定される利用者数に対して十分な面積

を確保する計画とすること、また、密閉さ

れないオープンな広場空間での様々な賑

わいのあり方を検討していくことを記載

しました（p.2-9参照）。 
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